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各 種 手 続 き な ど、

市の情報をいち早

くお届けします。

スマートフォンや

タブレットで市報

しぶしを読むこと
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応募ください。

　６月 30 日に開催された
夏越しそばまつりで、振る
舞いの夏そばに並ぶ行列。

（12 ページのまちの話題に
掲載）

もくじ contents

03　 よかとこトコトコ

04　特集：平成 30 年度施政方針・一般会計補正予算

10　特集：ふるさと納税

12　まちの話題

14　エコ通信

15　地域おこし協力隊

16　田舎のたしなみ

17　健康カレンダー・日曜・祝日当番医

18　文芸

19　図書館へ行こう。

20　税の広場

21　知って納得！国民健康保険

22
　もっと身近に！男女共同参画

　　知っ得 !? 年金インフォメーション

23
　知ってる？ 消費生活相談

　　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち

24　あたや元気やっど　大きくなあれ

25　キラリ青春　今日の題字

26　市民のこえ　市長コラム

27　うぶごえ　おくやみ

28　市役所からの大事なお知らせ

34　募集　お知らせ

35　水道修繕当番店

40　暮らしのカレンダー

22018（平成 30）年７月　市報しぶし3 Shibushi City PR 2018. ７

蓬の郷

有明町蓬原 351 番地３　℡：099-475-2626

営業時間：６：30 ～ 22：00（９月～４月　21：00 まで）

レストラン：11：00 ～ 21：00（ラストオーダー 20：00 まで）

定休日：第２・４水曜日（祝日の場合はその翌日となります）

『トコトコ歩いて行きたい』　観光特産品協会おススメのよかとこ（良いところ）をご紹介します。

今月の

読者プレゼント

（5 名様）

志布志市ポータルサイト

マチイロ

蓬の郷

　

蓬
の
郷
は
、
平
成
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、

有
明
地
区
の
健
康
増
進
の
場
、
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
暑

い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
の
新
メ
ニ
ュ
ー

「
鯉こ

い

そ
う
め
ん
定
食
」
と
、
料
理
長
自
慢

の
う
な
ぎ
料
理
が
登
場
し
ま
す
。

　

「
鯉こ

い

そ
う
め
ん
定
食
（
税
込
１
６
０
０

円
）
」
は
、
鯉こ

い

の
骨
で
と
っ
た
だ
し
と
、

数
種
類
の
味
噌
を
合
わ
せ
、
鯉こ

い

の
身
や
卵

な
ど
が
入
っ
た
具
沢
山
の
鯉こ

い

こ
く
（
み
そ

汁
）
を
メ
イ
ン
に
、
鯉こ

い

の
あ
ら
い
や
そ
う

め
ん
、
ニ
ジ
マ
ス
の
塩
焼
き
、
お
に
ぎ
り

の
セ
ッ
ト
で
す
。

　

料
理
に
使
用
さ
れ
る
鯉こ

い

や
ニ
ジ
マ
ス

は
、
入
荷
後
に
、
隣
接
す
る
普
現
堂
湧
水

源
か
ら
引
い
た
水
で
一
定
期
間
活
か
し
て

お
り
、
低
温
の
た
め
身
の
し
ま
っ
た
新
鮮

な
状
態
で
調
理
、
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

「
ミ
ニ
う
な
丼
（
税
込
１
６
０
０
円
）
」

は
、
料
理
長
が
熟
練
の
技
で
さ
ば
き
、
20

年
以
上
継
ぎ
足
さ
れ
た
秘
伝
の
た
れ
で

じ
っ
く
り
焼
き
上
げ
た
一
品
で
す
。

　

鯉こ
い

や
う
な
ぎ
を
使
っ
た
料
理
は
、
調
理

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
事
前
予
約
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

施
設
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
浴
場
や
売

店
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
売
店
に
は
、
地
元

の
農
家
さ
ん
が
作
っ
た
新
鮮
な
野
菜
が
毎

日
並
ぶ
ほ
か
、
加
工
品
や
お
土
産
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

作
っ
た
お
惣
菜
も
人
気
商
品
で
す
。

　

６
月
１
日
～
８
月
31
日
は
、
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

「鯉
こい

そうめん定食」

▲ 「ミニうな丼」のほかにも、うな重やおひつ

まぶしなど、自慢のうなぎ料理があります。

▲ ７月 20 日（金）は土用丑の日。それに合わせ、

うなぎのかば焼きと牛ステーキをセットにした

「スタミナ弁当」やうなぎのかば焼き（単品）な

どが販売されます。（持ち帰り予約できます。）

※うなぎについては、入荷状況により提供で

きない場合がありますので、事前確認をおす

すめします。



「市民目線で市民が主
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私
は
、
先
の
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
「
市

民
目
線
で
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

政
治
理
念
に
掲
げ
、
「
市
民
生
活
の
利
便
性
向

上
」
の
実
現
に
向
け
た
、
５
つ
の
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
を
柱
と
し
た
市
政
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
、
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
市

長
に
就
任
し
て
以
来
、
４
か
月
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く

の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
、
志
布
志
市
の
未
来
を
切
り
拓
く
市

政
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
、
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
、
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
全

力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
「
熱
き
思
い
」

が
更
に
高
ま
り
ま
し
た
。
市
政
発
展
へ
の
新

た
な
一
歩
が
着
実
な
前
進
と
な
る
よ
う
全
身

全
霊
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
当
初
予
算
を
骨
格
予
算

と
し
て
編
成
し
、
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

第
２
次
志
布
志
市
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た

「
未
来
へ
躍
動
す
る
創
造
都
市　

志
布
志
」
の

実
現
を
目
指
し
た
施
策
を
推
進
し
つ
つ
、
所

信
表
明
で
示
し
た
５
つ
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の

具
体
的
な
推
進
を
重
視
し
た
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ

効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
に
見
直
し

を
行
い
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
に
努

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
所
信
表
明
で
将
来
的
に
は
本
市
の

人
口
４
万
人
を
目
指
す
意
気
込
み
で
取
り
組

む
と
述
べ
、
10
年
後
を
見
据
え
た
将
来
性
の

あ
る
事
業
を
展
開
す
る
た
め
、
「
行
っ
て
み
た

い
ま
ち
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
・
住
ん
で
よ

か
っ
た
ま
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
た
な
移

住
・
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
地
方
創
生

に
つ
い
て
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と　

こ

こ
ろ
ざ
し
創
生
戦
略
」
に
掲
げ
た
事
業
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
効
果
検
証
を
行

い
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
を

行
い
ま
す
。
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、「
本

庁
舎
機
能
」
を
志
布
志
支
所
へ
移
転
す
る
と

い
う
所
信
表
明
の
方
針
に
基
づ
き
、
「
本
庁
舎

移
転
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
移

転
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
段
階
的

に
整
理
し
、
計
画
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

組
織
機
構
の
再
編
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

慎
重
に
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

各
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

魅
力
あ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「

郷
と
郷
」
「
人
と
人
」
「
物
と
物
」
の

つ
な
が
り
が
あ
る
ま
ち

志
布
志
港
の
利
用
促
進
：

官
民
一
体
と
な
っ

た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動
に
加
え
て
、
「
志
布

志
港
新
若
浜
地
区
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
利
用
促
進
事
業
補
助
金
」
な
ど
の
活
用
に

よ
る
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

新
造
船
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ 

さ
つ
ま
」
が
５
月

15
日
に
就
航
し
、
２
隻
目
の
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ 

き
り
し
ま
」
が
今
年
の
夏
以
降
に
就
航
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
志
布
志
大
阪
航

路
の
更
な
る
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
」
の
整
備
促
進
：
昨

年
度
か
ら
事
業
が
着
手
。
早
期
供
用
開
始
に

向
け
た
要
望
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

高
速
道
路
対
策
：
東
九
州
自
動
車
道
・
油
津

～
夏
井
間
の
早
期
事
業
化
、
都
城
志
布
志
道

路
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
す
。

国
・
県
道
の
整
備
：
国
道
２
２
０
号
の
歩
道

整
備
の
要
望
と
県
道
の
整
備
促
進
に
努
め
ま

す
。

都
市
基
盤
の
整
備
：
開
発
動
向
に
応
じ
た
土

地
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
都
市
計
画

区
域
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
：
将
来

に
向
け
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り

方
を
検
討
し
、
「
志
布
志
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

情
報
化
の
整
備
・
推
進
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
に

併
せ
て
必
要
性
や
緊
急
性
、
実
施
成
果
の
高

い
施
策
が
効
果
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。
次
期
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
は
導

入
・
検
討
の
委
員
会
、
専
門
部
会
を
開
催
し
、

選
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通

信
網
は
運
営
方
式
の
見
直
し
を
含
め
た
協
議
・

検
討
を
行
い
ま
す
。

自
然
や
風
土
と
共
生
す
る
安
心
で
豊

か
な
ま
ち

住
環
境
の
整
備
：
安
全
に
安
心
し
て
快
適
に

生
活
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
や
空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
行
い
、
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

定
住
交
流
の
推
進
：
移
住
定
住
促
進
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
助

成
に
つ
い
て
は
、
対
象
企
業
に
市
が
認
定
し

た
企
業
を
新
た
に
加
え
、
雇
用
に
よ
る
移
住

者
の
定
住
化
を
促
進
し
ま
す
。
尾
野
見
地
区

の
定
住
促
進
住
宅
用
地
の
分
譲
に
向
け
た
造

成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
独
身
男
女
の
出
会

い
の
場
の
提
供
や
、
応
援
す
る
企
業
や
団
体

の
育
成
に
よ
り
、
結
婚
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

良
質
で
安
定
し
た
水
の
供
給
：

維
持
管
理
体

制
の
整
備
や
蓬
原
中
野
水
源
地
の
施
設
整
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
施
設
の
耐
震
化

お
よ
び
老
朽
管
対
策
を
推
進
し
、
良
質
で
安

心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

環
境
行
政
の
推
進
：
市
民
と
行
政
の
共
生
・

協
働
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
、
本
市
の
廃
棄
物

管
理
の
適
正
な
推
進
を
図
り
ま
す
。
使
用
済

み
紙
お
む
つ
の
再
資
源
化
に
つ
い
て
は
、
ユ

ニ
・
チ
ャ
ー
ム
お
よ
び
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
と
共
同
で
実
証
試
験
を
進
め
、
再
資

源
化
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
希

少
な
野
生
生
物
や
豊
か
な
自
然
・
環
境
を
守

る
た
め
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
「
生
物
多
様

性
地
域
戦
略
」
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
ト
ゲ
に
よ
る
被
害
が
深
刻
な
メ
リ
ケ

ン
ト
キ
ン
ソ
ウ
に
つ
い
て
は
、
効
果
的
な
薬

剤
防
除
を
実
施
し
、
繁
殖
を
抑
え
ま
す
。
生

活
排
水
の
適
正
処
理
に
つ
い
て
は
、
「
公
共
用

水
域
保
全
事
業
補
助
金
」
や
「
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
施
設

へ
の
接
続
を
推
進
し
、
快
適
な
水
環
境
の
保

全
に
努
め
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
：
災
害
対
応
の

中
心
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化

を
図
る
た
め
、
研
修
会
や
防
災
訓
練
、
地
区

防
災
計
画
作
成
に
要
す
る
経
費
の
助
成
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
消
防
団
の
車
両
や
資
機
材

な
ど
の
整
備
、
再
編
に
よ
る
組
織
力
強
化
の

た
め
の
詰
所
整
備
を
行
い
、
火
災
予
防
や
防

火
指
導
な
ど
の
啓
発
活
動
に
よ
り
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。
大
規
模
災
害

に
備
え
、
都
城
定
住
自
立
圏
を
構
成
す
る
市

町
の
消
防
団
と
大
規
模
災
害
対
応
消
防
団
員

養
成
訓
練
を
今
後
も
重
ね
て
い
き
ま
す
。

津
波
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
志
布
志
市
津
波
防

災
地
域
づ
く
り
推
進
計
画
」
、
「
津
波
避
難
対

策
緊
急
事
業
計
画
」
、
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
基

本
構
想
・
基
本
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。
避

難
経
路
を
示
す
案
内
看
板
を
整
備
し
、
対
策

を
強
化
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
対
応
型
の
防
災

行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
整
備
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
新
型
機

器
へ
の
更
新
を
行
い
、
迅
速
か
つ
正
確
な
情

報
伝
達
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
大
規
模

災
害
発
生
時
に
、
行
政
と
し
て
の
業
務
が
滞

る
こ
と
な
く
、
適
切
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
「
志

布
志
市
業
務
継
続
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
う
そ
電
話
詐
欺
を

は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止

広
報
や
声
か
け
・
見
守
り
活
動
の
実
施
、
広

報
紙
や
行
政
告
知
放
送
端
末
な
ど
を
活
用
し

た
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
犯
罪
発
生
率
の
低

い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
警
察
、
交
通

安
全
協
会
、
隣
接
市
町
お
よ
び
市
交
通
安
全

母
の
会
と
連
携
し
、
交
通
事
故
防
止
の
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
運
転
免
許
証
自
主
返

納
支
援
事
業
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
の
発
生
防
止
を
図
り
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
消
費
者
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
・
相
談
に
応
じ
、
問

題
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
を
中
心

と
し
た
啓
発
活
動
も
行
い
ま
す
。

大
地
の
力
と
海
の
恵
み
を
生
か
し
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

企
業
立
地
の
促
進
：
積
極
的
な
企
業
誘
致
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
内
の
既
存
企
業
に
対

し
、
工
場
を
増
設
す
る
企
業
へ
の
支
援
を
行

い
、
雇
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。
臨
海
工
業
団

地
は
、
４
工
区
、
５
工
区
の
約
12
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
開
発
、
造
成
す
る
整
備
事
業
を
進
め
ま

す
。

農
業
の
振
興
：
農
業
公
社
と
連
携
し
、
新
規

就
農
者
の
育
成
お
よ
び
研
修
事
業
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活

用
し
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
体
験
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
利
用
者
数
の
増
加
を
図

り
ま
す
。

園
芸
の
振
興
：
補
助
事
業
を
活
用
し
た
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
や
附
帯
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

農
業
生
産
対
策
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農
家

の
所
得
向
上
お
よ
び
経
営
の
安
定
を
図
り
ま

す
。

茶
業
の
振
興
：
補
助
事
業
を
活
用
し
た
施
設

整
備
を
図
り
、
コ
ス
ト
低
減
お
よ
び
高
品
質

茶
の
生
産
に
努
め
ま
す
。
「
志
布
志
茶
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
を
募
集
し
、
生
産
者
と
連
携
し
た

お
茶
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
有
機

栽
培
へ
の
転
換
を
図
り
、
海
外
輸
出
へ
の
販

路
を
拡
大
し
ま
す
。
茶
品
評
会
で
の
農
林
水

産
大
臣
賞
、
産
地
賞
を
目
指
し
、
志
布
志
市

産
茶
の
銘
柄
統
一
に
向
け
、
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
ま
す
。

畑
地
か
ん
が
い
の
推
進
：
曽
於
南
部
地
区
が

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
整
備
中

で
、
平
成
33
年
度
ま
で
に
全
体
が
完
了
す
る

見
込
み
で
す
。
今
後
も
水
利
用
の
理
解
促
進

の
た
め
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

畜
産
の
振
興
：
国
の
支
援
に
よ
る
施
設
整
備

や
市
単
独
事
業
の
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

肉
用
牛
の
繁
殖
用
雌
牛
の
飼
養
規
模
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。
黒
毛
和
種
導
入
の
単
価
を
引

き
上
げ
、
肥
育
経
営
安
定
対
策
貸
付
基
金
の

貸
付
を
継
続
し
、
肥
育
素
牛
の
導
入
支
援
を

行
い
ま
す
。
疾
病
・
防
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、

予
防
接
種
、
消
毒
資
材
購
入
に
よ
る
未
然
防

止
や
家
畜
衛
生
管
理
の
啓
発
を
行
い
、
家
畜

の
損
耗
防
止
と
安
心
・
安
全
な
畜
産
物
の
供

給
に
努
め
ま
す
。

平
成
34
年
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
で
の
連
覇
達
成
に
向
け
て
、

高
品
質
生
産
対
策
事
業
や
全
共
対
策
事
業
の

実
施
に
よ
る
優
良
品
種
へ
の
改
良
を
推
進
し

ま
す
。

ほ
場
整
備
の
推
進
：
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
の
志
布
志
地
区
や
有
明
地
区
、
基
盤
整

備
促
進
事
業
の
肆し

ぶ

あ

い

部
合
地
区
、
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
の
上
う
え
ん
か
ど

門
地
区
な
ど
、
今
後
も

関
係
者
と
協
力
し
、
早
期
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

農
道
・
林
道
の
整
備
：
広
域
農
道
は
、
災
害

に
強
い
道
路
に
な
る
よ
う
計
画
的
に
整
備
し

ま
す
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
林
道
整
備
は
、

適
正
な
管
理
に
努
め
、
機
能
の
維
持
を
図
り

ま
す
。

林
業
の
振
興
：
森
林
組
合
お
よ
び
森
林
づ
く

り
推
進
員
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
民
有
林

も
含
め
た
主
伐
、
再
造
林
に
取
り
組
み
、
森

林
保
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

特
用
林
産
物
枝
物
に
つ
い
て
は
、
シ
キ
ミ
、

42018（平成 30）年７月　市報しぶし

平成 30 年６月５日に行われた第

２ 回 志 布 志 市 議 会 定 例 会 に お い

て、下平晴行市長の平成 30 年度

の市政に対する基本的な考え方で

ある施政方針を表明しました。そ

の内容を抜粋して掲載します。

特
集

平
成
30

年
度　

施　

政　

方　

針

■問い合わせ先：

　企画政策課

　℡：474-1111（内線 253）

役のまちづくり」
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「市民目線で市民が

サ
カ
キ
な
ど
の
産
地
形
成
に
向
け
て
、
量
産

化
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
た
取
組
を
継

続
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
：
漁
獲
量
対
策
の
稚
魚
や
稚

貝
の
放
流
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
平
成
28
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ワ
ガ
キ
の
養
殖

の
本
格
的
な
出
荷
を
目
指
し
、
志
布
志
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
へ
つ
な
げ
ま
す
。
夏
井
漁
港
は
、

補
助
事
業
を
活
用
し
た
改
修
に
努
め
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
施
設
管

理
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
：
商
工
会
と
の
連
携
を
強
化

し
、
商
工
業
振
興
対
策
事
業
を
展
開
・
支
援

し
ま
す
。

起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
組
織
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
を
本
年
度
も

実
施
し
ま
す
。

大
隅
公
共
職
業
安
定
所
と
の
連
携
に
よ
る
「
就

職
合
同
説
明
会
」
や
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
を
開
催
し
、
魅
力
あ
る
地
元
企

業
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
当
地
グ
ル
メ
の
市
内
外
へ
の
情
報
発
信
や

そ
の
活
動
の
支
援
、
新
た
な
グ
ル
メ
発
掘
を

図
り
、
「
食
」
の
ま
ち
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
商
店
街
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

観
光
の
振
興
：
年
間
１
２
０
万
人
を
目
標
に
、

更
な
る
観
光
入
込
客
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
は
、
鹿
児
島
県
で
第
２

位
と
い
う
実
績
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
更

な
る
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。
体
育
施
設
の

改
修
や
備
品
を
計
画
的
に
整
備
し
、
奨
励
金

の
対
象
を
広
げ
、
体
育
施
設
の
有
効
活
用
と

経
済
効
果
を
更
に
高
め
ま
す
。

ダ
グ
リ
岬
周
辺
に
つ
い
て
は
、
旧
夏
井
荘
を

取
得
し
、
景
観
整
備
に
よ
る
更
な
る
観
光
客

誘
致
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
と
連
携
し
、
経
費

の
節
減
な
ど
の
営
業
努
力
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
向
上
を
図
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
祭
り
を
対
象
に
見
直
し
を
行
い
、
市
民

の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
知
恵
と
汗
を
出
し

合
い
、
地
域
と
協
働
し
て
実
施
す
る
「
お
釈

迦
ま
つ
り
」
、
「
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
」
、

「
や
っ
ち
く
松
山
藩
秋
の
陣
ま
つ
り
」
が
、
よ

り
個
性
的
で
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

志
布
志
中
心
市
街
地
と
港
周
辺
地
域
の
拠
点

施
設
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅
に
つ
い
て
は
、

現
在
実
施
し
て
い
る
「
ぽ
っ
ぽ
マ
ル
シ
ェ
」

を
中
心
に
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
場
所
と

し
て
、
そ
の
利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

特
産
品
の
振
興
：
観
光
特
産
品
協
会
に
委
託

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
特
産

品
の
販
路
拡
大
や
特
産
品
販
売
所
の
運
営
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
特
産
品

の
海
外
展
開
に
関
す
る
市
場
調
査
な
ど
の
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
の
拠
点
と
な
る
東
京
駐
在
所
を
開
設
し
、

首
都
圏
に
お
け
る
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
：
本
市
を
応
援
し
た

い
と
い
う
温
か
い
「
志
」
を
持
っ
た
全
国
の

皆
様
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
寄
附
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
頂
い
た
寄
附
金
を
し
っ

か
り
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
を
通
じ
て
本
市
へ
の

誘
客
や
移
住
定
住
の
促
進
、
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
行
い

ま
す
。
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
「
志

布
志
フ
ァ
ン
」
の
方
々
と
継
続
的
な
関
係
強

化
を
図
り
、
寄
附
の
使
い
道
に
つ
い
て
も
積

極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
：
志
布
志
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
で
の
検
証
を
行
い
、
更
に
志

布
志
の
イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る

取
組
を
検
討
し
ま
す
。

市
外
向
け
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
特
に
ふ
る

さ
と
納
税
で
の
高
い
評
価
を
生
か
し
、
本
市

の
特
産
品
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、

「
志
布
志
の
も
の
な
ら
間
違
い
な
い
。
」
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
戦
略
的
に
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

生
き
生
き
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

子
育
て
支
援
：
全
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
家

庭
に
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
保
育
所
定
員
の
拡

充
や
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
を
図
り
、
引
き

続
き
、
施
設
整
備
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

「
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
志
布
志
地
域
の
１
か
所
で
病
児
保
育

を
実
施
し
て
お
り
、
他
の
地
域
で
も
実
施
で

き
な
い
か
、
引
き
続
き
保
育
事
業
者
な
ど
と

協
議
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

受
け
皿
の
拡
大
を
図
り
、
今
後
も
施
設
整
備

な
ど
を
含
め
、
保
育
事
業
者
と
協
議
・
検
討

を
進
め
ま
す
。

各
種
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
申
請

方
法
の
簡
素
化
に
向
け
、
医
療
機
関
な
ど
と

協
議
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

社
会
福
祉
の
支
援
：
地
域
福
祉
の
推
進
の
た

め
に
、
平
成
31
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
の
「
第

２
期
志
布
志
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。

生
活
困
窮
者
に
対
し
、
自
立
相
談
支
援
事
業

お
よ
び
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
を
行
う

と
と
も
に
、
就
労
準
備
支
援
事
業
お
よ
び
家

計
相
談
支
援
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。

高
齢
者
福
祉
の
支
援
：
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
事
業
な
ど
の
高
齢

者
福
祉
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
能
を

生
か
し
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
積
極

的
に
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
福
祉
の
推
進
：
障
が
い
者
の
日
常
生
活

お
よ
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
、
居

住
す
る
全
て
の
人
が
共
生
・
協
働
し
な
が
ら

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
更
に
進
め
る

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
施
策
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

保
健
事
業
：
目
標
で
あ
る
70
％
を
目
指
し
、

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。
特
に
40
歳
代
、
50
歳
代
の
受
診
者
を

増
や
す
た
め
、
特
定
健
診
の
目
的
、
意
義
、

効
果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
受
診
啓
発
に

努
め
ま
す
。

働
く
世
代
を
対
象
に
、
脂
肪
減
量
事
業
に
取

り
組
み
、
市
民
が
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に

付
け
、
食
生
活
を
見
直
し
、
適
正
な
食
事
の

量
お
よ
び
質
の
向
上
に
努
め
る
き
っ
か
け
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

母
子
保
健
対
策
：
本
年
度
か
ら
設
置
し
た
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と

し
、
助
産
師
・
保
育
士
・
保
健
師
が
相
談
、

支
援
を
行
い
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
を
強
化
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期

の
切
れ
目
な
い
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
後
２
か
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
全
て
の
家

庭
を
訪
問
す
る
事
業
を
行
い
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
も
に
、
心
身

の
状
況
や
養
育
環
境
な
ど
を
把
握
し
、
助
言

を
行
い
ま
す
。

「
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
」
に
よ
り
、
妊
産
婦

な
ど
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

救
急
医
療
の
取
組
：
市
民
が
更
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
曽
於
地
域

医
療
確
保
対
策
協
議
会
で
の
議
論
を
活
性
化

さ
せ
、
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
取

組
を
進
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
：
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
志
布
志
市

生
活
支
援
体
制
整
備
協
議
体
を
昨
年
度
か
ら

設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
日
常

生
活
の
支
援
体
制
の
充
実
や
強
化
、
社
会
参

加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
も
の
忘
れ
進
行

予
防
相
談
会
を
毎
月
開
催
す
る
と
と
も
に
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、

早
期
診
断
・
早
期
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
を
今
後
更
に
増
加
さ
せ
、
市

民
同
士
が
支
え
合
え
る
拠
点
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
「
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
普
及
に
努
め
、
元
気
な
高
齢
者
を
増

や
す
取
組
を
進
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
：
本
年
度
か
ら
都
道
府

県
が
市
町
村
と
と
も
に
国
保
の
運
営
を
担
う

こ
と
と
な
る
た
め
、
県
お
よ
び
国
保
連
合
会

と
の
連
携
を
密
に
し
、
適
正
な
事
業
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診
の
受
診

率
や
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
な
ど
の
評
価

指
標
の
達
成
を
数
値
化
し
、
国
の
特
別
交
付

金
の
対
象
と
な
る
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
り
ま
す
。

心
豊
か
で
志
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
と

伝
統
・
文
化
の
ま
ち

教
育
行
政
：
「
後
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
「
志
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
基
本
理

念
と
し
、
学
ぶ
意
欲
に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も

の
育
成
か
ら
市
民
づ
く
り
へ
と
発
展
さ
せ
る

「
志
」
を
高
め
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
取
組
：
自
然
や
伝
統
・
文
化
、

人
材
な
ど
の
豊
か
な
教
育
資
源
を
活
用
し
、

幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
志
を
高
く
し
て
郷
土

を
愛
し
、
そ
の
発
展
に
尽
く
そ
う
と
す
る
意

欲
や
態
度
を
育
て
る
教
育
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

本
年
度
で
全
て
の
学
校
に
導
入
予
定
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
に
よ
り
、
地

域
が
積
極
的
に
参
画
す
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

４
月
に
開
校
し
た
小
中
一
貫
型
小
学
校
・
中

学
校
「
伊
﨑
田
学
園
」
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
に
新
校
舎
を
整
備
し
、
小
中
一
貫
教
育
モ

デ
ル
校
と
し
て
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

確
か
な
学
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
実
態
を

把
握
し
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・

小
学
校
・
中
学
校
連
携
の
強
化
、
鹿
児
島
大

学
教
育
学
部
と
の
連
携
、
地
域
人
材
の
活
用

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、
全
学
校
へ
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な
ど

の
充
実
・
活
用
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
学
習

意
欲
の
向
上
や
確
か
な
学
力
の
定
着
に
努
め

ま
す
。

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
に
よ
る
派
遣
に
加
え
、
小
学
校
英
語
教

育
支
援
講
師
や
小
学
校
英
語
専
科
指
導
加
配

の
配
置
に
よ
り
外
国
語
教
育
環
境
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
専

門
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
教
職
員
の
専
門
性

を
高
め
る
研
修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
環
境
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
土
曜
学
習
教
室
（
志

学
教
室
）
や
夏
休
み
学
習
教
室
な
ど
、
学
校

外
の
学
習
環
境
も
一
層
充
実
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
「
志
の
心
を

育
む
た
め
に
」
を
基
に
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
を
図
り
、
人
権
教
育
の
推
進
、
道

徳
教
育
の
充
実
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
問
題

行
動
な
ど
の
早
期
発
見
、
早
期
解
決
に
努
め

ま
す
。
特
に
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
い

じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
」
と
い
う
理
念

の
下
、
い
じ
め
防
止
な
ど
に
関
係
す
る
機
関

お
よ
び
各
種
団
体
と
連
携
し
、
解
消
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
内
の
高
等
学
校
２
校
に
対
し
、
総
合
的
な

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
負
担
の

軽
減
お
よ
び
市
内
高
等
学
校
の
充
実
・
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

た
く
ま
し
い
体
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
「
体
力

ア
ッ
プ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ご
し
ま
」
の
全
学

級
実
施
、
一
校
一
運
動
、
自
力
登
下
校
な
ど

を
通
し
て
運
動
に
対
す
る
関
心
・
意
欲
の
高

揚
、
機
会
の
確
保
を
行
い
、
体
力
・
運
動
能

力
向
上
に
努
め
ま
す
。

児
童
生
徒
の
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
の
義
務
化
に
つ
い
て
、
今
後

も
周
知
を
徹
底
し
、
保
険
の
加
入
率
お
よ
び

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

食
育
の
充
実
や
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
に

向
け
た
取
組
を
通
し
、
食
の
重
要
性
や
病
気

の
予
防
な
ど
健
康
に
関
す
る
意
識
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

教
職
員
の
業
務
改
善
に
つ
い
て
は
、
業
務
の

簡
素
化
や
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の

取
組
の
一
つ
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
夏
季
休

業
中
に
３
日
間
の
学
校
閉
庁
日
を
設
け
、
教

職
員
が
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
平
日
週
１
日
お
よ
び
土
曜
日
・

日
曜
日
の
う
ち
１
日
、
合
わ
せ
て
原
則
週
２

日
の
休
養
日
の
設
定
を
推
進
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
施
設
の
整
備
：
本
年
度
は
伊
﨑

田
小
学
校
、
伊
﨑
田
中
学
校
の
木
造
校
舎
の

建
替
え
工
事
を
実
施
し
、
併
せ
て
小
中
一
貫

型
の
学
校
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
屋
外
施
設
の
改
修
を
計
画
的
に
行
い
、
児

童
生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
施

設
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

学
校
給
食
：
地
産
地
消
の
推
進
に
取
り
組
み
、

安
心
、
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
多
子
世
帯
の
第
３
子
以
降

の
給
食
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
完
全
無
料
化
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
：
「
睡
眠
時
間
の
確
保
」

と
「
正
し
い
電
子
機
器
使
用
の
在
り
方
」
の

啓
発
を
行
い
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
確

立
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

各
種
社
会
教
育
団
体
の
活
動
の
充
実
に
向
け

て
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
志
布
志
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
市
民
の
学
習
要
求

に
対
応
し
た
生
涯
学
習
講
座
の
新
規
開
設
や
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事業名 事業費 事業内容

公営住宅ストック活用

事業（住宅建設費）
13,000 千円

公営住宅等長寿命化計画の事業手法に基づき、計画的な維持保全および改善を行

うに当たり、継続管理する団地の機能性向上および環境対応に伴う整備を図る。

尾野見地区定住促進

住宅用地整備事業
51,604 千円 定住促進住宅用地を整備するため、土地造成、水道管の布設工事などを行う。

プレミアム商品券

発行事業
44,244 千円

プレミアム（割増金）20％付きの商品券を発行・販売し、市内商工業の振興お

よび地域経済の活性化を図る。

ダグリ岬周辺

景観整備事業
42,247 千円

旧夏井荘跡地を購入し、併せて建物を解体することで、ダグリ岬周辺の景観整

備を行う。

畜産クラスター事業 92,504 千円

畜産の収益性向上に向けた計画・目標の策定および目標達成のための取組を推

進することを目的とし、国の畜産クラスター関係の補助事業を活用して、畜産

の収益性向上の実現に向けた取組を行う。

放課後児童クラブ

施設整備事業
14,174 千円

現在プレハブで運営している有明児童クラブの利用者数の増加および施設の老

朽化に伴い、新たに施設を整備するための費用を補助する。

教職員住宅改築事業 17,930 千円
教職員住宅の建て替えを計画的に進めることで、老朽化が著しい教職員住宅の

環境整備を図る。

市誌編さん事業 11,170 千円

合併 15 周年記念事業として、３地区の郷土史を統合し、補足した志布志市誌編

さんに本格的に着手する。編集・専門委員会を開催しながら、専門家による分

野ごとの原稿製作および歴史的史実に基づいた、最新の情報を盛り込んだ市誌

編さん事業を展開する。

庁舎改修・長寿命化

事業
15,140 千円

老朽化や不具合がみられる本市の本庁および各支所の建物について、改修や長

寿命化を計画的に実施し、施設の適切な管理を実施する。

メリケントキンソウ対

策事業
2,167 千円 トゲによる被害が後を絶たないメリケントキンソウの繁殖を抑制する。

有明体育施設市民グラ

ウンド整備事業
4,443 千円

地域の特色に合わせたスポーツ施設の整備と利便性の向上を図るため、市民グラ

ウンドを改修し、野球・ソフトボールを中心としたスポーツ施設として整備する。

平成 30 年度志布志市一般会計補正予算（第２号）の主な内容

　平成 30 年度当初予算は、２月に市長選挙が実施されたことにより、骨格予算（※）としての編成でした。

今回の補正予算では、政策的経費や新規事業の経費などが計上されましたので、その主なものをお知らせ

します。

　歳入と歳出それぞれ 9 億 1,140 万 2 千円を追加し、歳入歳出それぞれ 244 億 3,177 万 4 千円となりました。

※ 骨格予算とは：地方自治体の予算編成期や新年早々に首長などの選挙がある場合、政策的判断が必要な事業を除いた人

件費など義務的経費を中心に編成した予算のこと。

【主な事業】

■問い合わせ先：財務課　財政係　℡：474-1111（241・246・247）

内
容
の
充
実
を
図
り
、
広
く
市
民
に
情
報
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
機
会
の
創
出
と

受
講
生
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

創
年
市
民
大
学
を
活
性
化
す
る
た
め
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し
、
市
民
大
学
生
と

の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
良

さ
を
知
り
、
地
域
を
愛
す
る
「
地
域
学
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
座
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

市
文
化
会
館
の
一
部
を
開
放
し
、
交
流
の
場

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
活
動
内
容
を
周
知
し
、

新
規
学
生
の
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

図
書
館
の
充
実
：
調
べ
学
習
な
ど
の
図
書
資

料
の
充
実
を
図
り
、
著
名
な
絵
本
作
家
を

招し
ょ
う
へ
い
聘
し
て
の
お
は
な
し
会
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
を
実
施
し
、

本
が
好
き
な
子
ど
も
を
育
む
家
庭
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
移
動
図
書
館
車
に

よ
る
貸
出
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

交
通
弱
者
な
ど
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
充
実
さ
せ
、
図
書
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

志
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

楽
し
く
語
ら
い
集
え
る
交
流
の
場
と
し
て
広

く
利
活
用
し
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
：
成
人
の
週
一
回
の

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
を
65
％
と
定
め
、
市
体
育

協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
連
携
し
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
実
施
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
を
図
り
、
全
て
の
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

か
ご
し
ま
国
体
の
環
境
整
備
に
向
け
、
本
年

度
は
志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
お
よ
び

し
お
か
ぜ
公
園
多
目
的
広
場
の
芝
改
良
を
実

施
し
ま
す
。

志
布
志
市
第
75
回
国
民
体
育
大
会
実
行
委
員

会
の
本
格
的
な
稼
動
に
よ
り
、
大
会
の
成
功

に
向
け
て
引
き
続
き
県
や
関
係
団
体
と
連
携

し
ま
す
。

有
明
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
中
心

と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
位
置
付
け
、
芝

や
排
水
溝
の
撤
去
な
ど
の
改
修
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

有
明
野
球
場
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

土
入
れ
や
防
球
ネ
ッ
ト
な
ど
の
備
品
整
備
を

行
い
、
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

文
化
芸
術
の
取
組
：
子
ど
も
た
ち
の
文
化
・

芸
術
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
青
少

年
音
楽
祭
や
青
少
年
芸
術
鑑
賞
事
業
を
開
催

し
ま
す
。

文
化
協
会
に
つ
い
て
は
、
文
化
活
動
の
活
性

化
と
地
域
の
文
化
振
興
を
担
う
組
織
と
し
、

引
き
続
き
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

自
主
文
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
彩
な
芸
術

文
化
に
触
れ
る
た
め
に
各
年
齢
層
に
沿
っ
た

ジ
ャ
ン
ル
の
選
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

総
合
芸
術
祭
の
活
動
支
援
な
ど
、
市
民
の
鑑

賞
・
発
表
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

地
域
文
化
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

培
わ
れ
た
歴
史
・
伝
統
・
文
化
を
後
世
に
継

承
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
32
年
度
の
発
刊

に
向
け
、
市
誌
の
編
さ
ん
作
業
を
本
格
的
に

進
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
民
俗
芸
能
大

会
を
開
催
し
、
保
存
団
体
の
活
動
支
援
を
は

じ
め
、
民
俗
芸
能
の
記
録
保
存
と
公
開
、
発

表
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
活
用
：
志
布
志
城
跡
の
整
備

お
よ
び
福
山
氏
邸
の
保
存
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
山
中
氏
邸
は
、
大
慈
寺
を
中
心
と
し

た
門
前
通
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
利
活
用
を

図
る
た
め
、
屋
根
修
繕
な
ど
の
基
礎
的
な
整

備
に
着
手
し
ま
す
。
併
せ
て
、
志
布
志
麓
・

町
屋
（
千
軒
町
）
・
門
前
通
り
の
各
地
区
に

現
存
す
る
文
化
財
の
保
存
に
努
め
る
と
と
も

に
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
旧
東
郷
医

院
も
含
め
た
国
・
県
・
市
指
定
の
文
化
財
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
史
跡
め
ぐ
り

事
業
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
と
地
域
が
輝
く
共
生
・
協
働
・
自

立
の
ま
ち

共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
：
校

区
を
単
位
と
し
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
促
進
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
、
地
域
住

民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
、
よ
り
一

層
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
隊
員
の
将
来
的
な
定
住
定
着
を
目
指

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

広
報
公
聴
活
動
：
広
報
紙
、
行
政
告
知
放
送

端
末
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
媒
体
を

用
い
て
情
報
発
信
に
努
め
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
反
映
し
や
す
く
な

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
：
女
性
の
人
権
の
確

立
を
目
指
す
環
境
整
備
や
教
育
、
学
習
の
推

進
お
よ
び
啓
発
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男

女
共
同
参
画
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

市
民
と
と
も
に
歩
む
「
ム
ダ
」
の
な

い
経
営

行
財
政
改
革
の
推
進
：
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
行
財
政
経
営
を
目
指
し
た
取
組
を
行

い
、
新
た
な
国
県
補
助
金
制
度
の
掘
り
起
こ

し
や
民
間
の
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
た
事
務

事
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

事
務
分
担
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
係

内
業
務
の
担
当
者
制
を
廃
止
し
、
市
民
の
相

談
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築

す
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け

た
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
業
」
で
あ
る
こ
と

を
常
に
意
識
し
、
積
極
的
に
実
践
し
な
が
ら
、

志
布
志
市
全
体
の
発
展
へ
と
つ
な
が
る
よ
う

職
員
の
意
識
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
上
、
市
政
に
対
す
る
私
の
所
信
と
第
２

次
志
布
志
市
総
合
振
興
計
画
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
各
分
野
に
お
け
る

具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
、
市

民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
希
望
と
活
気
に
満
ち

た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う

「
熱
き
思
い
で
市
民
に
身
近
な
市
政
を
」
の
信

念
の
下
、
「
市
民
目
線
」
に
よ
る
「
市
民
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
市
政
運
営
に
邁ま
い
し
ん進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

志
布
志
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
平　

晴
行
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特
集

ふ

る

さ

と

納

税

ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
組
む
本
市
の
目
的

一
、 

全
国
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
「
志
」
に
対
し
て
、
本
市
の
「
志
」
（
感
謝
や
真
心
）
を
形
を
も
っ
て

伝
え
る
た
め
、
地
域
の
特
産
品
を
お
礼
の
品
と
し
て
お
届
け
す
る
。

二
、 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
寄
附
を
さ
れ
た
全
国
の
皆
様
へ
、
そ
の

寄
附
金
の
使
い
道
を
広
く
知
ら
し
め
る
。

三
、 「
志
布
志
市
」の
名
を
広
く
全
国
に
認
知
さ
せ
る
と
と
も
に
、ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
る
。

四
、 

物
産
を
通
し
て
、
志
布
志
市
へ
の
誘
客
、
移
住
定
住
の
促
進
、
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

本
市
の
平
成
29
年
度
実
績
は
、

寄
附
件
数
1 5
万
３
千
件
（
前
年
度
比
１
５
５
％
増
）

寄
附
額
約
3 0
億
４
千
万
（
前
年
度
比
１
３
０
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
件
数
お
よ
び
寄
附
額
共
に
増
加
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て

志
布
志
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方

と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
」
や
関
係
機
関
（
受
付

サ
イ
ト
運
営
企
業
、
観
光
、
移

住
定
住
関
係
機
関
、
在
京
メ
デ
ィ

ア
、
志
布
志
市
関
係
団
体
な
ど
）

と
の
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
そ

の
先
に
あ
る
、
特
産
品
振
興
・

観
光
・
移
住
定
住
を
視
野
に
入

れ
た
首
都
圏
を
主
戦
場
と
す
る

本
市
の
経
済
発
展
を
目
的
に
、

５
月
28
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
関
東
圏
内
に
お
住
ま

い
の
知
人
や
親
戚
な
ど
に
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

■
場
所
・
連
絡
先

　

志
布
志
市
東
京
駐
在
所

　

〒
１
０
４
‐
０
０
４
３

　

東
京
都
中
央
区
湊

　

ニ
丁
目
12
‐
９

　

℡
：
０
３
‐
６
２
８
０
‐
５
１
１
２

　

FAX
：
０
３
‐
６
２
８
０
‐
５
９
９
２

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
生
ま
れ
故
郷
や
居
住
地
以
外
で
愛
着
の
あ
る
市

町
村
を
、
寄
附
す
る
こ
と
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。
志
布
志
市
を
応
援
し

て
く
だ
さ
る
方
々
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
で
は
貴
重
な
財
源
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

志
布
志
市
東
京
駐
在
所
が
オ
ー
プ
ン

▲志布志市東京駐在所長の児玉祥一郎さん

平成29年度にふるさと

使用済み紙おむつ再資源化推進事業

　「紙おむつから紙おむつへの再資源化」と

いう世界初の取組にチャレンジし、環境に

やさしい市を目指します。

志布志運動公園人工芝サッカー場

一般用サッカーコート１面（面積 8,970㎡）

を整備するために活用されました。サッカー

競技を通じた地域の活性化を目指します。

ウェルカム赤ちゃん事業

妊婦さんから保育園などに通うお子さんを

お持ちの子育て世代への健康相談や心のケ

アを行う事業に活用されました。

イワガキ等養殖ブランド化事業

イワガキの養殖事業に必要な各種機材や稚

貝の購入、イワガキのＰＲ活動などに活用

されました。

生涯学習支援事業

年間約 150 講座（健康づくり、スポーツ、

教養、趣味など）の公募講座が開講され、

昨年度は約 2,000 人の方が受講されました。

さんふらわあ志布志航路利用促進事業

フェリーさんふらわあの利用を促進するこ

とで、志布志市だけでなく、南九州地域全

体の盛り上がりが期待できます。

▲ 銀座・有楽町、丸の内界隈まで徒歩 15 分圏内。永田町などの官公庁までは

地下鉄有楽町線で４駅（約７分）の好立地。

志
布
志
市
外
の
知
人
に
お
す
す
め
！

　
　
　
　
　

志
布
志
の
旬
の
特
産
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

和牛日本一に輝く ” 鹿児島黒牛 ”

「第 11 回全国和牛能力共進会」

で総合優勝！

志布志といえば

やっぱり ” うなぎ ”

７月 20 日は土用丑の日

” 志布志の岩がき ”

６月から新たな特産品として

返礼品に登録されました。

夏の風物詩

” 志布志の夏そば ”

初夏の収穫した新そばです。

志布志市には

恵まれた自然を活かした

特産品がいっぱい！

寄 附 件 数 推 移

寄 附 金 額 推 移

■
問
い
合
わ
せ
先
：　

港
湾
商
工
課　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
７
８

い た だ い た
納税を活用した事業の一部を紹介します。

寄 附 金 の 使 い 道



122018（平成 30）年７月　市報しぶし13 Shibushi City PR 2018.7

まちの話題市内であった出来事を 写真とともにお届けしますC I T Y  T O P I C S

ホテル新設の協定を締結しました
　６月 22 日、市とひまわり・太陽光システム株式会社（近藤昌

良社長）が立地協定を締結し、その調印式が行われました。

　同社は、ビジネス客や観光客の増加を見込み、志布志町のサン

ポートしぶしアピアに隣接する敷地にホテルを建設することを決

定しました。このことにより、約 10 人の新規雇用が予定され、

雇用機会の拡大はもとより、観光振興も期待されます。

こども村で「夜市」ビアガーデン
　６月 23 日、志布志商店街にあるしぶしこども村において、初

の夜のイベントとなる「夜市」が開催され、参加した家族連れが

ビアガーデンを楽しみました。

　会場ではビールに似たジュース「こどもビール」やおつまみセッ

トなどが販売され、昼間とは一味違った雰囲気となりました。ま

た、スーパーボールすくいなどで子どもたちは楽しく遊びました。

　次回は、８月５日の七夕まつりに合わせて開催される予定です。

太鼓の祭典が志布志市で開催されました
　６月 24 日、志布志市文化会館において鹿児島県太鼓連合に加

盟する団体が参加する太鼓の祭典「薩摩の響 2018」が開催され、

昼、夜の部合わせて約 800 人の観客が、迫力ある演奏を楽しみ

ました。

　この祭典は、同連合が明治維新 150 周年を記念して開催した

もので、志布志市の４団体を含む 24 団体が参加。訪れた方々へ

元気を与えた１日となりました。

交通事故防止を呼びかけました
　６月 13 日、サンポートしぶしアピアにおいて志布志市交通安

全母の会と志布志警察署による交通事故防止の啓発活動が行われ

ました。

　この活動は、「命を守る旗リレー」キャンペーンの一環で行われ、

母の会の皆さんが、ショッピングセンターを利用された方に、シー

トベルト着用を呼びかけるチラシと花の種を配りました。

高齢者宅の水道無料点検を行いました
　６月28日、志布志市管工事サービス連絡協議会（西江憲明会長）

が、ボランティア活動の一環として、市内の一人暮らしの高齢者

宅を訪問し、水道配管の漏水点検などを行いました。

　同会に加入している市内 16 事業所が参加し、民生委員の案内

で志布志市内 53 名の高齢者宅を訪問しました。

前川に鮎の稚魚を放流しました
　６月６日、前川上流において水産資源の保護と増殖を目的とし

た稚鮎の放流が行われ、たちばな保育園の園児 14 名が参加しま

した。参加した園児たちは、体長 12 ～ 15cm の稚鮎、約 35kg

をバケツでそっと川に放流しました。

　元気に泳いでいく稚鮎に、園児たちは「大きくなってね。」と

声をかけ、嬉しそうに見送りました。

柔道の県大会で優秀な成績を収めました
　６月 10 日、鹿児島市の鹿児島アリーナにおいて第 13 回県下

小学生学年別柔道大会が行われ、６年生女子 45kg 級に出場した

志布志小学校６年の岩元美
み ゆ

優さんが見事優勝、野神小学校５年丸

田美
み み

海さんと大崎小学校５年の田畑美
み ゆ う

優さんが３位入賞（３人と

も志布志柔道スポーツ少年団所属）しました。

　優勝した岩元さんは、８月 26 日に山口県で開催される第 15

回全国小学校学年別柔道大会に出場します。

剣道の県大会優勝、いざ全国大会へ
　６月 10 日、薩摩川内市の樋脇総合運動場体育館において第

40 回鹿児島県道場少年剣道大会が行われ、志布志武道館剣道ス

ポーツ少年団が小学生の部で見事優勝を果たしました。

　同大会は、全国大会の予選も兼ねており、優勝した志布志武道

館は、７月 24 日に東京で開催される第 53 回全国道場少年剣道

大会に出場します。

夏越しそばまつりが開催されました
　６月 30 日、安楽山宮神社において夏越しそばまつりが開催さ

れ、約 1,000 人が来場し、茅の輪をくぐったり、振る舞いの夏

そばやハモの天ぷらを食べ楽しみました。

　会場では、地元業者による特産品の販売やお茶の振る舞い、そ

ば打ち体験などもあり、盛り上がりました。　

※「夏越しそば」は、大阪そば処衣笠本店 代表 高木浩也氏の登録商標です。

西郷どんや明治維新について学びました
　6 月１日、志ふれあい交流館において志布志文化愛護会が総会

と学習会を開催しました。

　学習会では、志布志市出身の川井田健一氏を講師に招き、西郷

隆盛や明治維新に活躍した人物などについて講演されました。

　同会は、志布志市の文化財保護を目的として、歴史や文化を後

世に伝える活動を行っています。
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外
来
種
か
ら
地
域
の
生
態
系
を
守
る

　

６
月
３
日
と
10
日
に
、
普
現
堂
親
水
公
園

に
お
い
て
、
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ウ
シ
ガ
エ
ル
や
外
来
生
物
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
獲
・
駆
除
す
る
た
め
、

外
来
生
物
駆
除
大
作
戦
が
実
施
さ
れ
、
地
元

の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
特
定
外
来
生
物
や

外
来
生
物
と
は
何
な
の
か
を
学
習
し
、
子
ど
も

た
ち
は
水
を
濁
さ
な
い
よ
う
公
園
内
の
水
路
の

岸
か
ら
、
虫
網
や
釣
竿
を
使
っ
て
捕
獲
し
ま
し

た
。
両
日
と
も
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
主
に
捕

獲
さ
れ
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
に
つ
い
て
、
幼
生
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
然
に
は
、
た
く
さ
ん
の
動
植
物
が
存
在
し

ま
す
が
、
外
来
種
の
存
在
に
よ
り
、
も
と
も
と

そ
の
地
域
に
い
た
在
来
種
が
駆
逐
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
地
域
の
生
態
系
を
守
る
た
め
、
飼
っ

て
い
る
外
来
種
に
つ
い
て
は
、
逃
が
さ
な
い
よ

う
に
す
る
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｎ
Ｏ
！
ポ
イ
捨
て

　

現
在
、
普
通
作
地
帯
で
は
力
強
く
稲
が
伸

び
始
め
、
早
期
作
地
帯
で
は
緑
の
絨
じ
ゅ
う
た
ん

毯
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
左
の
写
真
の
と
お
り
用
水
路
に

レ
ジ
袋
や
空
き
缶
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、

取
り
込
み
口
か
ら
ご
み
が
入
っ
て
し
ま
い
、

栽
培
さ
れ
て
い
る
農
家
は
困
っ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
環
境
の
維
持
を
行
う
に
は
、
市

民
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
で
す
。
ゴ
ミ
は
き

ち
ん
と
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

エコ
通信

Ecology
Communication

地
域
の
生
態
系
・
環
境
を

守
る
た
め

■問い合わせ：

　本庁 市民環境課  環境政策係

　℡：474 - 1111（内線 134）

　松山支所 総務市民課

　℡：487 - 2111（内線 224）

　志布志支所 市民税務課

　℡：472 - 1111（内線 224）

市
営
墓
地
を
利
用
す
る
皆
様
へ

　

８
月
13
日
～
15
日
の
お
盆
に
合
わ
せ

て
、
お
盆
前
一
週
間
（
８
月
５
日
～
12

日
）
が
市
営
墓
地
の
「
清
掃
週
間
」
と

し
て
、
管
理
さ
れ
て
い
る
墓
地
の
清
掃

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
可
能
な
方
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
区

域
周
辺
の
清
掃
も
お
願
い
し
ま
す
。
）

　

ま
た
、
集
落
墓
地
の
清
掃
な
ど
も
お

願
い
し
ま
す
。

　今年度第２回目の連載では、地域おこし協力隊の５月・６月の活動を２つ紹介します。また、現在企画・

参加する夏のイベント情報も紹介します。

　５月 22 日、地域おこし協力隊による自主制作ラ

ジオ番組がスタート！その名も「月刊だれやめタイ

ム」。初回は各自の自己紹介やイベント告知、志布

志に来て思ったことなどを語りました。

　毎月第３火曜日 20：15 から FM 志布志（78.1MHz）

などで放送しています。（再放送あり）

　６月 10 日、東京で開催された「九州・山口・沖

縄 IJU フェア」に参加しました。今年は昨年を上回

る 15 組の方が、志布志市のブースに相談に来られ、

お試し移住体験ツアーについてや自分自身が移住し

て感じたことなどを説明しました。

（地域おこし協力隊　企画政策課　田川）

　四浦を散策しながら、四浦の良いところを探そう。

（もしかしたら伝説のかっぱが見つかるかも）

　今回のツアーの目玉は、竹水鉄砲合戦！手作りの竹

水鉄砲で、体につけた的を狙うウォーターサバイバル

ゲームなどを行います。子どもも大人も一緒に遊んで、

四浦の良いところを発見し、教えてください。

●開催日：８月 19 日（日）13 時（予定）　雨天中止

（地域おこし協力隊　企画政策課　谷村）
★ゆかたコンテスト参加者募集★

　８月５日（日）の七夕まつりで「ゆかたコンテスト」

を開催します。甚平も OK。着こなしや志布志大好きア

ピールを審査し、上位には素敵なプレゼントがあるよ！

●募集部門：一般の部（中学生以上）10 組

　　　　　　     ファミリーの部（小学生以下のお子さんと保護者）５組

● 応募方法： 電子メール（syoukousinkou@city.shibushi.lg.jp）ま

たは Facebook ｢志布志商店街イベント情報」の応募

フォームで、申込者の住所・氏名（ふりがな）・年齢・

電話番号・部門名を送ってください。

（地域おこし協力隊　港湾商工課　椎葉）

～ イ ベ ン ト 情 報 ～

鹿児島県志布志市

地域おこし協力隊 Facebook

～活動の様子やイベント情報満載！～

四浦でかっぱさかしツアー

” 竹水鉄砲合戦の巻 ”

　８月１日（水）～ 7 日（火）の１週間、志布志商

店街にて七夕にちなんだイベントを開催。期間中ゆ

かたで商店街を利用すると、割引やプレゼントなど

特典がいっぱい。

　８月５日（日）は、しぶしこども村で「七夕まつり」

を開催します。

商店街七夕イベント

「ゆかた de 商店街」

８月７日は旧暦の七夕です！

～この他にも～

　７月 22 日（日）四浦で夏休み遊ぼうよ！

　８月 25 日（土）2018 ダグリ岬サマーフェスタ

142018（平成 30）年７月　市報しぶし

見
み

っくいやぃ！
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健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ先：保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）　

日曜・祝日当番医

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セン

ター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話でのテー

プ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※ 受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病センター

電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

７月

8 月

５日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

11 日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

12 日 手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科）℡ 477-1212

19 日 曽於医師会立有明病院 （内科） ℡ 477-1111

井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

26 日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

山口内科 （内科） ℡ 473-1188

16 日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

22 日 手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

29 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

ママの ” ほっと “ カフェ
～ありのママ・気ママにおしゃべり Cafe ～

健康カレンダー（７月・８月）
健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

両親学級【９：20 ～９：30 受付】

８月 2 3 日（木）：健康ふれあいプラザ

ママの ” ほっと ” カフェ【10：00 ～ 12：00】

７ 月 1 9 日（木）：はぐくみランド

８ 月 1 6 日（木）：はぐくみランド

育児相談【10：30 ～ 12：00】

８ 月  ３ 日（金）：健康ふれあいプラザ

８ 月 2 8 日（火）：やっちくふれあいセンター

乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

８月  ２ 日（木）：健康ふれあいプラザ

育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】

７月 1 3 日（金）：健康ふれあいプラザ

８月 2 0 日（月）：健康ふれあいプラザ

１歳児お誕生相談【13：00 ～ 13：30 受付】

８ 月  ３ 日（金）：健康ふれあいプラザ

８月 2 8 日（火）：やっちくふれあいセンター

１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

７月 2 5 日（水）：健康ふれあいプラザ

８月 2 2 日（水）：健康ふれあいプラザ

２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

７月 2 7 日（金）：有明地区公民館

８月 3 1 日（金）：健康ふれあいプラザ

３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

８月 2 9 日（水）：健康ふれあいプラザ

５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

８月 2 4 日（金）：健康ふれあいプラザ

母子手帳の交付日は…

● 本庁：第１・第３水曜日の午後

● 松山支所：第２・第４水曜日の午前

● 志布志支所：毎週月曜日の午前

田
舎
の
た
し
な
み
。【
夏
】

使
い
方
は
あ
な
た
次
第　

～
巾
着
袋
～

　

ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
を
入
れ
た
い
と
き
に
便
利
な
巾
着
袋
。
メ
イ
ク
ポ
ー
チ
や
小
物
入
れ
。
使
い
方
は
あ
な
た
次
第
！

家
庭
に
あ
る
端
切
れ
や
ハ
ン
カ
チ
を
使
っ
て
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
巾
着
袋
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

夏 ～ 『巾着袋』～

162018（平成 30）年７月　市報しぶし

材 料

　表 布（42cm × 42cm）　　　１枚

　別 布（42cm × 42cm）　　　１枚

　 紐  （90cm）　　　　　　 ２本

　玉飾り　　　　　　　　　　２個

　接着芯（直径 10cm ～ 11cm）

【巾着袋の作り方】

作 り 方

① 別布の裏面中央に底芯となる接着芯をはる。表布と別布を中

表に合わせて、１cm の縫いしろをとり、返し口は７cm 残して、

まわりを縫う。

② 表に返し、返し口をまつり縫いする。

③ 表布側に四隅を折りたたみ、軽くアイロンで折り目をつける。

折り目をつけた部分から 1.5cm 幅でひも通し部分を縫う。

④ 紐を引き違いに２本通す。紐の先に玉飾りを

つける。

ＰＯＩＮＴ

表に返すとき、針で角を出すときれいにでき
ます。

■問い合わせ先： 農政畜産課　農政係　℡：474-1111（内線 428）

日 時：毎月第３木曜日

場 所：子育て支援センター

　　　　はぐくみランド

対象者：妊婦・産婦（産後４か月程度）

参加費：無料

内　容：

　「皆で、おしゃべりタイム」

　助産師や保育士、先輩ママに聞いてみよう

　「個別に相談タイム」

　助産師による個別相談

1.5cm

17cm

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
山
漁
村
で
暮
ら
す
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活
の
中
で
生
み
出
し
た
「
生
活
の
知
恵
（
旬
の
食

材
の
保
存
方
法
や
、
便
利
な
道
具
の
開
発
な
ど
）
」
を
研
究
し
、
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
「
生
活
の
知
恵
」
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

７cm

１cm

※ひも通し部分に通した紐の部分は、点線で表しています。
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図書館へ
行こう。

一冊の本との出会いがあなたの人生を変える

◆図書館からのお知らせ

◆図書館カレンダー

休 休館日

ア アニメ上映会（15 時～　志ふれあい交流館）

本 本館おはなし会（10 時 30 分～）

香 香月分館おはなし会（７月 14 日 14 時～）

有 有明分館おはなし会（10 時～）

安 安楽分館おはなし会（10 時 30 分～）

松 松山分館おはなし会（9 時 45 分～）

志 志布志分館おはなし会（10 時 30 分～）

■問い合わせ先：志布志市立図書館　Tel ：472-3322
　URL：http://www.shibushicity-lib.jp 文芸

●第 13 回かみふうせんまつりを開催します。

　日時：７月 21 日（土）10 時～

　内容： 大型絵本の読み聞かせ、ペープサート、

パネルシアター、人形劇など

●夏休み工作教室（７月 29 日）と本づくり教室（８

月５日）の参加者を募集します。

　それぞれ定員がありますので、お早めにお申込

みください。

●絵本作家鈴木のりたけ絵本ライブ♪を開催します。

　日時：８月 25 日（土）　定員：120 名

　新幹線運転士、消防隊員、パティシエなどの絵

本「しごとば」でおなじみの絵本作家鈴木のりた

けさんを迎え、絵本ができるまでのお話を聞いた

り、「しんかんせんえかきうた」を一緒に描いたり

します。入場整理券が必要です。お早めにお申込

みください。

一 般

■「福家警部補の考察」　大倉崇裕／著　東京創元社

■「やっぱり食べに行こう。」原田マハ／著　毎日新聞出版

■「大江戸知らないことばかり」

　　ＮＨＫスペシャル「大江戸」／制作班　ＮＨＫ出版

児 童

■「うさぎのマリーのフルーツパーラー」

　　小手鞠るい／作　永田萌／絵　講談社

■「ひきがえるにげんまん」最上一平／作　武田美穂／絵　ポプラ社

■「ウォーリアーズⅣ　月のしるし」

　　    エリン・ハンター／著　高林由香子／訳　小峰書店

◆６月の新刊

「チンギス紀－火眼」北方謙三／著

　モンゴル族キャト氏の長の子として生ま

れたテムジン ( のちのチンギス・カン ) は父

を討たれ、南の地に向かう…。そのときテム

ジンはわずか 10 歳だった。ユーラシア大陸

に拡がる大帝国の礎を築いた英雄チンギス・

カンの物語。人類史を一変させた男の激動

の生涯、そこに関わった人間たちの心昂ぶ

る物語を描く新シリーズ、待望の第一巻。

集英社

夏休みのお助け本

　もうすぐ夏休み。夏休みの

宿題をお助けできるような本

を集めました。ぜひ見に来て、

夏休みの宿題を楽しく終わら

せましょう。

　その他、「なつ」「戦争と平和」

のコーナーもあります。

宝島社

「万引き家族」　是枝裕和／著 

　高層マンションの谷間に取り残された

平屋に住む、夫婦と息子、妹。彼らの目

当ては祖母の年金。足りない生活品は万

引きで賄う。家族は「犯罪」でしかつな

がれなかった…。2018 年 6 月公開映画

を監督自らが書き下ろした物語。

◆図書館がおすすめするテーマ図書

日 月 火 水 木 金 土

7/8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

かみふうせんまつり

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 8/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

休

休 休

休

休

休

休 休

香本 有

本

本

本

志 香

安

有

松

ア

ア

ア

ア

ア

　　　　　　　　　  （８月   ４日 10 時 30 分～）

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

東
雲
の
窓
を
開
く
れ
ば
時
鳥
姿
見
え
ね
ど
二
声
三
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
元　
　

忍

花
の
下
誰
彼
と
な
く
握
手
し
て
天
下
御
免
の
ほ
ろ
酔
ひ
紳
士　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

む
つ

孫
か
ら
の
南
極
の
氷
届
い
た
よ
梅
酒
の
ロ
ッ
ク
亡
妻
へ
も
供
う　
　
　
　
　
　

野
口　
　

嵐

あ
じ
さ
い
の
藍
ふ
か
み
た
る
一
輪
を
玄
関
に
挿
し
来
客
を
待
つ　
　
　
　
　
　

澤
津
川
頼
子

十
日
ぶ
り
帰
り
て
み
れ
ば
花
々
が
迎
え
て
く
れ
る
鮮
や
か
な
庭　
　
　
　
　
　

萩　
　

幸
子

初
給
料
差
し
出
す
孫
は
逞
し
く
ハ
イ
小
遣
い
と
満
面
の
笑
み　
　
　
　
　
　
　

木
下
マ
キ
子

世
界
平
和
人
体
に
学
ぶ
べ
し
百
兆
の
細
胞
細
菌
が
連
携
し
守
ら
れ
在
り　
　
　

大
原　
　

繁

亡
夫
植
え
し
屋
根
よ
り
高
き
山
桜
日
よ
け
と
風
に
癒
さ
れ
る
庭　
　
　
　
　
　

水
上
カ
ズ
エ

難
聴
の
対
話
無
き
辛
さ
本
は
励
ま
し
知
る
喜
び
に
吾
を
導
く　
　
　
　
　
　
　

石
峰
カ
ズ
子

姉
の
孫
司
法
試
験
に
合
格
し
見
届
く
こ
と
な
き
義
兄
七
回
忌　
　
　
　
　
　
　

福
岡　

國
博

一
日
を
こ
ん
な
に
長
い
と
感
じ
る
は
骨
折
の
痛
み
ま
ま
な
ら
ぬ
故　
　
　
　
　

橋
口　

裕
子

銭
湯
の
水
槽
に
泳
ぐ
愛
ら
し
き
メ
ダ
カ
の
群
れ
に
癒
さ
れ
し
宵　
　
　
　
　
　

松
元　

文
子

桜
散
り
山
肌
の
色
み
ど
り
濃
く
す
ぐ
ま
た
夏
が
来
て
巡
り
め
く
季　
　
　
　
　

永
沼　
　

誠

お
は
よ
う
と
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
供
え
つ
つ
聞
こ
え
ま
し
た
か
私
の
声
が　
　
　
　

下
清
水
ち
ふ
子

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

万
物
に
卯
月
の
雨
の
ふ
く
よ
か
さ　
　
　

吉
村　

公
香

菊
の
芽
を
挿
し
て
夕
べ
の
雨
と
な
り　
　

熊
谷　

玉
乃

植
田
出
来
た
ち
ま
ち
風
の
騒
ぎ
だ
す　
　

本
村　

湧
水

紫
陽
花
に
色
の
主
張
の
始
ま
り
ぬ　
　
　

川
畑　

充
子

蠅
叩
き
手
に
し
た
だ
け
で
居
な
く
な
り　

横
山　

良
子

雲
ゆ
き
を
角
が
見
て
い
る
か
た
つ
む
り　

城
之
園
よ
し
え

ミ
ニ
ト
マ
ト
一
つ
一
つ
に
雨
し
ず
く　
　

松
元　

咲
子

万
緑
の
中
氏
神
の
苔
洗
ふ　
　
　
　
　
　

春
日　

ふ
く

古
代
史
に
迷
ひ
こ
み
た
る
梅
雨
の
夜　
　

本
村
多
可
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）　

美う

ん

ま味
か
ち 

言ゆ

た
な
ら
毎め

に

っ日 

冷ひ

や
素ぞ

め

ん麺 

　
　
　

樋
渡
草
団
子

（
唱
）
楽だ

っ

な
亭て

し主
じ
ゃ
ち 

女か

か房
あ
喜よ

ろ

く
っ

軽か

り
返へ

し事
で 

真ま

こ実
ち
気き

も持
っ
良ゆ 

付つ
っ

合
き
ょ
友ど

し達　

  

木
藤　

冨
美

（
唱
）
茶ち

ゃ

の飲
ん
話ば

な

し
が 

何い

つ時
も
楽た

の

し
ゅ
ん

三さ
ん
じ
か
い

次
会 

奢お
ご

っ
く
る
そ
な
方ほ

へ 

向む

こ
っ　
　
　

      　

新
地　

十
意

（
唱
）
ま
た
付ち

っ
来き

た
ち 

言ゆ

お
が
構か

も

わ
じ

多う

け
暇ひ

ま

い 

旅
た

行
び
行い

こ
思と

も
が 

金ぜ
ん

が
無の

し　
　

  　

満
留　

ぐ
み

（
唱
）
図と
し
ょ
か
ん

書
館
に
で
ん 

行い

け
ば
良よ

か
ん
そ

仕し

ご事
ち
ゃ
せ
じ 

此こ

い
で
御ご

に

え

似
合
ち 

ま
た
素そ

め

ん麺　

  　

伊
地
知　

孝

（
唱
）
文も

ん

く句
を
言ゆ

え
ば 

落お

つ
い

雷

か
ん
な
れ

ウ
ソ
電で

ん

わ話 

鹿か

ご

っ

ま

べ

ん

児
島
弁
で 

蹴け

ち

ら散
け
っ                  　
　

 

新
地　
　

誠

（
唱
）
詐さ

ぎ

し

欺
師
も
こ
い
な 

ば
っ
た
い
行い

か
じ

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

衛
星
の
時
計
狂
わ
す
人
狂
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村　

公
平

靑
蛙
蛇
の
居
ぬ
間
の
ひ
と
暴
れ　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

宏
海

夢
を
見
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
娘
の
意
気
の
よ
さ　
　
　
　

西
山　

一
郎

時
鳥
樹
々
の
木
梢
を
織
り
上
げ
て 

　
　
　

肥
後　

洋
子

ト
カ
ゲ
さ
ん
と
チ
ュ
ー
し
た
よ
と
ぼ
け
顔　
　
　
　

鈴
木　
　

泉

山
里
に
梅
雨
告
げ
る
か
な
ホ
ト
ト
ギ
ス　
　
　
　
　

伊
藤
悠
一
郎

花
の
舞
苦
界
浄
土
の
そ
の
先
き
に 

　
　
　

末
永　

一
雄

墓
じ
ま
い
彫
ら
れ
て
し
家
名
そ
っ
と
撫
で　
　
　
　

里
平　

信
義

一
夜
さ
に
雨
に
散
り
敷
く
金
木
犀　
　
　
　
　
　
　

八
久
保
千
鶴
子

ひ
な
女
ま
つ
り
赤
子
は
背
な
で
泣
き
じ
ゃ
く
り　
　

暉
俊　

康
瑞

過
疎
の
庭
人
が
恋
い
し
と
咲
き
乱
れ　
　
　
　
　
　

岩
根　

長
初

本
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今月の納税
●固定資産税（２期）

●国民健康保険税（３期）

●介護保険料（３期）

●後期高齢者医療保険料（３期）

　納　期　限：７月３１日（火）

　口座振替日：７月２５日（水）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

※ 納税証明等の交付について

　金融機関などで納付してから市役所で納付

確認ができるまで、約１週間程度かかる場合

があります。納付後、早急に納税証明等が必

要な場合は領収書などをお持ちの上、交付請

求してくださいますようお願いします。

平成30年度 滞納処分等実施状況について
　

生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
な
ど

で
収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数

　（平成 30 年度 ４月～５月） 7 0 件

差押えの内容：

●債 権：38 件　●預貯金：18 件

●不動産： ６件　●給　与： ４件

●動 産： ４件

■問い合わせ先：保健課　 国民健康保険係　℡：474-1111 （内線 122 ～ 125）

知って

納得！
国民健康保険

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

　　　志布志市公売を実施します

市では、公正な滞納処分に資するため、以下の財産について公売を実施します。

◆動産公売

　日 程：７月 17 日（火）～ 20 日（金）８時 30 分～ 17 時

　入札会場：本庁　税務課
　公売方法：期間入札方式
　　　　　　開札および最高価申込者の決定：７月 24 日（火）
　　　　　　物件引渡しおよび買受代金納付：７月 26 日（木）
　物 件：スポーツ用品 14 点
　携 行 品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）
　　　　　  身分証明書（運転免許書など）
※公売物件の引渡しは、買受代金納付後の現況で行います。
※公売物品は、いかなる場合であっても返品・交換はできません。

◆不 動 産 公 売

　日 程：10 月２日（火）　９時 30 分受付　10 時入札
　入札会場：有明地区公民館　大会議室

売却区分番号 公売財産の名称、性質および数量 見積価額 公売保証金

30-107

有明町野井倉字田尾下
6515 番 16　6516 番３、４　6519 番２　田（現状：雑種地）
6516 番１, ２　6517 番４　6518 番１　畑（現状：雑種地）
6517 番１, ２, ５, ６　雑種地
※現在は耕作されていません。
※ 6517 番６の土地上に、高圧電線の鉄塔があります。

12 筆　10,188㎡ 524,000 円 60,000 円

30-108
有明町野神字南久保 1799 番１　畑
※別人名義の畑と一体的に耕作されています。

１筆　1,245㎡ 152,000 円 －

※ 売却区分番号 30-107 および 30-108 は農地が含まれるため、入札に参加するためには、「買受適格証明」を提出してい
ただきます。詳細については、志布志市農業委員会（099-487-2111 内線 302）までお問い合わせください。

※公売物件の詳細については、ホームページおよび本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。
※市税に滞納のある方は公売会には参加できません。

税の広場
Ta x  I n f o r m a t i o n

■問い合わせ先： 
　税務課　滞納整理係　℡：474-1111（内線 152・153） 
　　　　　収納管理係　℡：474-1111（内線 147・148）

８月は国民健康保険および後期高齢者医療保険の

保険証の切替え時期です。

新しい国民健康保険および後期高齢者医療保険の被保険

者証（以下　保険証）は、７月中旬ごろに郵送します。お手元

に届きましたら、必ず確認していただきますようお願いします。

　現在お持ちの保険証の有効期限は７月 31 日

までです。８月１日以降は郵送する新しい保険

証をお使いください。なお、７月 31 日まで使

用していた保険証は、８月１日以降に各自で処

分していただくか、市役所の国民健康保険窓口

まで持参してください。

　新しい保険証は、多くの世帯に郵送するため届くまでに時間を要する場合があります。８月に入ってもお手元

に保険証が届かない場合は、問い合わせ先までご連絡ください。

※保険証は、紛失することがないようお気をつけください。

70 歳以上の皆様へ（※）

平成 30 年８月から高額療養費の上限額が変わります。
※ 65 歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療費制度に加入している方も対象になります。

　平成 30 年８月から、上限額（月ごと・70 歳以上）が下の表のように変わります。あわせて、「限度額

適用認定証」が必要になる場合がありますので、ご留意ください。

　ひと月にひとつの医療機

関での支払いが高額になる

可能性がある方は、市役所の

国民健康保険窓口にて、「限

度額適用認定証」の交付に

ついてご相談ください。

　「限度額適用認定証」が提示

されない場合、医療機関での支

払い額が高額になる場合があり

ます。（ただし、その場合でも、

上限額を超えて支払われた額を

後日払い戻すよう申請すること

ができます。）

（※１）世帯収入の合計額が 520 万円未満（１人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が 210 万円以下の場合も含みます。
（※２）過去 12 か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
（※３）住民税非課税世帯の方については、従来どおり、限度額適用・標準負担額減額認定証を発行します。

国民健康保険被保険者証 後期高齢者医療被保険者証

見　本



国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
は
お
早
め
に

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
承
認
期
間
は
７
月
～
翌

年
６
月
の
１
年
間
で
す
。

　

国
民
年
金
被
保
険
者
の
方
で
、
平
成
30
年
７
月
以

降
の
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
役
所
年
金
係
ま
で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
該
当
者
で
継
続
審

査
を
希
望
し
た
方
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　

免
除
や
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
そ
の
月
数
や
免
除
割
合
に
応
じ
て
、
65

歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
、
減
額
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
受
給
資
格
期
間
に
は
数
え
ら
れ

ま
す
。

　

未
納
の
期
間
は
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
だ
け

で
な
く
、
受
給
資
格
期
間
に
も
数
え
ら
れ
な
い
た
め
、

納
付
が
困
難
な
場
合
は
必
ず
免
除
申
請
を
済
ま
せ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
・
免
除
状
況
は
、
65
歳
か
ら
の
老

齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
に

よ
る
障
害
を
負
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎

年
金
や
、
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
残
さ
れ
た

家
族
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
要
件
に

も
影
響
し
て
き
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
そ
の
よ
う
な
「
も
し

も
」
の
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

の
要
件
を
満
た
さ
ず
支
給
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

未
来
の
ご
自
身
や
ご
家
族
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
早
め

に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
遠
慮
な
く
ご
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡　

０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡　

０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１
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フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
へ
よ
り
早
く
情
報
提
供
す
る
た
め
に
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
起
こ
る
消
費
者
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
役
所  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

年金知っ得!?

インフォメーション

pension

「共生・協働・自立」

皆でつくろう

のまち

consumer 
affairs

消費生活相談

知ってる？
community

■ 問い合わせ先：企画政策課　地域政策係

　℡：474-1111（257・252）

男女共同参画

もっと身近に！
Gender 
Equality

■問い合わせ先：企画政策課  男女共同参画推進室

　℡：474-1111（内線 250・258）

　私たちには、それぞれの希望を描く多様な人生設計

があります。

　あなたが、その設計図を描く時、まずはじめに、あ

なたの “ ありのまま ” が尊重され生かされることを願う

のではないでしょうか？

　あなたの “ ありのまま ” の根底に在る性別。

　希望に向かう人生の折節の選択を自分の意思で決め

ようとするとき、あなた自身や周囲の人々の性別への

固定的な価値観、それに基づく社会のありかたに、私

たちの希望を描く人生の設計図が書き換えを余儀なく

されるということは、なかったでしょうか？

　私たち一人ひとりによって構成される、私たちの社会。

　年齢やセクシャリティ、障がいの有無・・・など

一人ひとりの多様性が公正に包摂される（包み込ま

れる）社会にこそ、あなたの希望を描く人生設計の

可能性が拓かれます。多様性（ダイバーシティ）の

前提は、一人ひとりの “ ありのまま ” の尊重。

　男女共同参画は、その根底に在る性別に起因する様々

な困難や課題に取り組み、あなたの希望を描く人生設

計を応援したいと願い続けています。

７月 25 日から 31日まで の１週間は、
「 鹿 児島 県 男女 共同参 画 週間」で す。

（鹿児島県男女共同参画週間事業チラシより）

◆基調講演のお知らせ
　男女共同参画は「幸せ」の
　グローバル・スタンダード
　講師：関西学院大学客員教授
　　　　   大崎　麻子　氏
　日時：７月 28 日（土）
　　　　13 時 30 分～ 15 時
　場所：かごしま県民交流
　　　　センター　中ホール
　※ 基調講演後、ワークショッ

プも開催されます。
　※託児所あり
◆その他関連企画
　小中学生のワークショップ、映画上映、展示
■申込み・問い合わせ先：
　鹿児島県男女共同参画センター（鹿児島市山下町 14-50）

　℡：099-221-6603

大崎　麻子氏

スマートフォンの掲載画面

Facebook ページへつながります。

たすけ愛・つながり愛の自治会へ加入しましょう！

　自治会は、安全で安心して暮らせる住みやすい生

活環境にするため、地域住民が自主的に組織した団

体です。たすけ愛・つながり愛の心を、地域の活力

や子どもたちの未来のために一緒に活動しませんか。

自治会の主な活動

◆イベント活動

　自治会では、子ども会や花見、スポーツ大会など、

地域内のコミュニケーションづくりに皆さんが参加

できる楽しいイベントを企画、開催しています。

◆話し合い活動

　自治会は、集会活動などを通して地域の課題解決

に取り組みます。その他にも、地域情報の回覧や冠

婚葬祭の助け合いなどの活動があります。

◆安心・安全なまちづくり活動

　防犯活動、防犯灯の設置や維持管理を行っていま

す。自主防災組織の設置、防災訓練のほか、防火施

設の維持管理などを行って、緊急時にみんなで助け

合える組織づくりを目指しています。

◆地域の美化活動

　自治会は、ごみステーションの設置維持管理やリ

サイクル活動など、地域内の生活環境を維持する活

動を行っています。

　自治会により活動内容は異なります。自治会のこ

とは、地域のさまざまな活動の相談も兼ね、お住ま

いの自治会長さんにお聞きください。



　
キラリ 青

春
！

今月の題字 
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●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所　
□□□ － □□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４ ９ ２-

郵便はがき

志布志市役所  企画政策課

広報係　行
（No.151/2018-7）

読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選 で ５ 名 に、 蓬 の 郷 さ ん よ り

「鯉
こい

そうめん定食無料券」をプレ

ゼントします！ぜひご応募くだ

さい。（店舗は３ページに掲載し

ていますのでご覧ください。）

Ｑ .　現在のお仕事について教えてください。

Ａ 　農業大学校を卒業し、今年の４月あおぞら農業協同組

合に入組しました。先輩に教えていただきながら、営農

指導員として勉強しています。

Ｑ .　この仕事を選んだきっかけは？

Ａ  .　昆虫（特に甲虫類）が好きだったことがきっかけで、

農業に興味を持ちました。高校も農業高校に進学しまし

た。

Ｑ .　趣味は？

Ａ  .　音楽を聴くことや、好きな昆虫を探すため農家さん

の畑やハウスを回ることです。

Ｑ .　これからの目標は？

Ａ  .　農家さんの良き相談相手になれるような営農指導員

になるため、農業の知識はもちろんのこと、経営などの

ことも勉強していきたいです。
　　千

ち ほ

穂 さん 　(20歳）

鹿屋市　

野神小学校２年 　かんな さん

護
まもる

　さん (84 歳）
松山町尾野見　

あたや 元気やっど！

ご家族からのメッセージ！

　日々できることが増え、成長の早

さに驚きと嬉しさを感じ、それを見

守ることができることに幸せを感じ

ています。

　健心の笑顔がパパとママの元気の

源です。よく遊び、よく食べ、よく

寝て、これからもすくすく大きくな

あれ。

瑛
え ま

愛ちゃん（１歳８か月)

志布志町志布志

大きくなぁれ！

　

今
月
は
松
山
町
尾
野
見
に
お

住
ま
い
の
護
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

護
さ
ん
は
、
中
学
校
卒
業
後
、

鹿
屋
市
の
農
場
で
２
年
近
く
働

き
、
そ
の
後
松
山
町
に
戻
り
、

22
歳
で
結
婚
。
子
ど
も
に
恵
ま

れ
、
家
族
を
養
う
た
め
に
農
業

に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
が
い
る
の
で
、
毎

月
取
れ
る
も
の
を
作
ら
な
け
れ

ば
」
と
メ
ロ
ン
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
な
野
菜
の
栽
培
や
、
牛
の

飼
育
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当

時
は
松
山
町
一
帯
で
メ
ロ
ン
栽

培
が
盛
ん
で
、
メ
ロ
ン
農
家
も

多
く
、
青
果
場
は
賑
わ
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
護
さ
ん
が
農
業
を
さ

れ
て
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
を
伺
う
と
、
昭
和
55
年

に
、
護
さ
ん
の
作
っ
た
お
米
を

「
献
穀
米
」
と
し
て
皇
室
へ
献

上
し
た
こ
と
だ
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
田
植
え
の
前
に
神
事

を
行
っ
た
こ
と
や
、
か
け
干
し

し
て
い
た
稲
が
倒
れ
、
地
域
の

方
が
助
け
て
く
れ
た
こ
と
、
出

来
た
お
米
を
献
上
す
る
と
き
は
、

と
て
も
緊
張
し
た
こ
と
な
ど
を

話
さ
れ
、
そ
の
と
き
の
賞
状
も

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

護
さ
ん
は
、
今
も
畑
で
野
菜

を
栽
培
し
、
今
年
は
新
た
に
養

蜂
に
も
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
畑
を
見
に
行
く
の
が
楽
し

み
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ご家族からのメッセージ！

　いつも元気いっぱいの芽依と美

采。２人はお父さんとお母さんに

とってかけがえのない宝物です。

　これからもみんなと仲良く、優

しい女の子でいてね。

　

今
月
は
、
外
で
遊
ん
だ
り
、

本
を
読
む
こ
と
が
大
好
き
な

山
重
か
ん
な
さ
ん
が
題
字
を

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
硬
筆

を
習
い
始
め
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
毛
筆
も
習
う
よ
う
に

な
り
、
月
２
回
の
練
習
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

習
字
の
ほ
か
に
も
、
い
く
つ

も
習
い
事
を
し
て
い
て
、
そ

の
中
で
も
ピ
ア
ノ
を
頑
張
っ

て
、
将
来
の
夢
は
ピ
ア
ニ
ス

ト
か
保
育
園
の
先
生
に
な
り

た
い
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご家族からのメッセージ！

　もうすぐ産まれて２年。あっと

いう間だったね。

　いっぱい笑って、泣いて、食べて、

遊んで、毎日たくさんの幸せをあ

りがとう。

　これからも元気に育ってね。

芽
め い

依ちゃん（５歳 )

美
み と

采ちゃん（３歳）

松山町尾野見

健
けんしん

心ちゃん（11 か月 )

有明町野井倉
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★アンケート★【７月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】

　・良かった！：

　・分かりにくい…：

↑点線に沿って切り取ってください。（はがきでも応募できます）

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

市
報
６
月
号
に
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
取
り
上
げ
て
い
ま

し
た
ね
。
船
内
は
、
従
来
と
比
較
し

て
ゆ
っ
た
り
快
適
に
く
つ
ろ
げ
る
空

間
と
設
備
で
、
新
し
く
ド
ッ
グ
ラ
ン

も
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
出

来
な
か
っ
た
旅
の
楽
し
み
方
も
で
き

る
よ
う
で
す
。

　

今
秋
に
は
、
2
隻
目
の
「
さ
ん
ふ

ら
わ
あ　

き
り
し
ま
」
も
就
航
予
定

で
す
ね
、
こ
れ
か
ら
の
志
布
志
市
、

楽
し
み
で
す
ね
。

　
　
　
　
　

（
く
ろ
や
ん 

40
歳 

男
）

▼
市
外
か
ら
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
も
取
材
で
船
内
を
見
学
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
部
屋
の
造
り

や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
、

豪
華
な
造
り
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
船

内
を
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
村
で
イ
ベ
ン
ト

　

商
店
街
で
こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

楽
し
そ
う
で
す
ね
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
（
高
齢
者
）

ま
で
、
年
４
回
、
同
一
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
実
施
す
る
と
輪
が
広
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
65
歳
男
）

▼
市
外
か
ら
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

志
布
志
商
店
街
に
あ
る
し
ぶ
し
こ

ど
も
村
で
は
、
今
月
号
に
も
夜
市
の

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
も
七
夕
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
の
で
、
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お寄せいただいた

お便りを

ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見など何でもお好きなこと

を書いてください（一部修正して掲

載する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心

◆平成30年４月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２６２，７９７，９９９円

４月末 国保加入者数 ８，８９２人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数）

２９，５５４円

医療費１人当たりの負担内訳

市（国保）負担額 ２４，７２３円

個人負担額 ４，８３１円

１人当たり医療費の前年同月比７．６％減。この金額は、国民健康保険に加入

している皆様が医療機関などで診療したものに対し、市（国保）が支払った

医療費です。医療費総額の約８３．７％を市（国保）が負担しています。

市の人口
人口：３１，７２２人
男性：１５，０３２人

女性：１６，６９０人　

転入：57 人  転出：69 人

出生：26 人  死亡： 38 人

世帯数：１５，６７６戸

（▲ 2 4 人 ）
（▲８人）

（▲ 16人）

（▲ 18 世帯）

志布志港 平成 30 年５月分
※資料：財務省貿易統計

①輸出：19 億 25 百万円
②輸入：130 億 97 百万円

平成 30 年５月 31 日現在
（　）は前月比

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。

　

今
年
は
平
年
よ
り
５
日
早
く
、
昨
年

に
比
べ
11
日
早
い
梅
雨
入
り
と
な
り
ま

し
た
。
６
月
18
日
の
朝
、
大
阪
府
北
部

を
震
度
６
弱
の
地
震
が
襲
い
、
そ
の
地

震
に
よ
り
プ
ー
ル
脇
に
あ
る
高
さ
3.5
ｍ

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
、
高
槻
市
の
小

学
４
年
生
の
女
児
が
下
敷
き
に
な
り
死

亡
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
私
は
こ

の
事
故
を
受
け
早
速
緊
急
の
課
長
会
を

開
催
し
、
小
中
学
校
の
塀
の
安
全
確
認

と
危
険
箇
所
の
再
確
認
を
、
全
課
で
取

り
組
む
よ
う
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
、
６
月
25
日
に

志
布
志
市
防
災
会
議
を
開
催
し
、
近
い

将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
の
連
携

や
津
波
を
想
定
し
た
防
護
・
避
難
の
確

保
、
迅
速
な
救
助
に
つ
い
て
ま
と
め
た

「
志
布
志
市
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
い
ざ
そ
の
よ
う
な
事

態
に
な
っ
た
場
合
、
迅
速
な
対
応
が
で

き
る
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
や
大
雨
が
多
い
時
期

と
な
り
ま
す
の
で
、「
日
頃
か
ら
の
備
え
」

を
心
が
け
、
万
全
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。 市

長
コ
ラ
ム

下
平
晴
行

あ
じ
さ
い　

普
現
堂
親
水
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
月
５
日
撮
影
）
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皆様へお知らせしたい大事なことを掲載しています。

お見逃しのないようにご覧ください。

新築住宅・車庫・倉庫・サンルームなどを建てられた方へ

市役所からの大事なお知らせ
７月は国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療
保険料の本算定【年間保険税（料）の決定】の月です

◆新築調査について

　住宅、車庫、倉庫などを新築または増築された方は、固定資産税に係る家屋調査を受ける必要があります。日程

調整を行い、後日、市役所職員２名と調査員２名による現地調査を行います。調査では、家屋への立入りが必要で

すので、所有者またはその家族など（代理者）の立会いをお願いします。調査時間（目安）は約 45 分（車庫や倉

庫などは約 20 分）です。

●調査内容

　【屋外】各図面をお借りし、外観（屋根・壁・基礎・構造）の確認

　【屋内】各部屋の間取り、内装仕上げ（天井・壁・床）、建築設備の確認

●新築調査予定

第１回 ７ 月 1 7 日 （ 火 ） ～  ７ 月 2 0 日 （ 金 ）

第２回 ９ 月 1 8 日 （ 火 ） ～  ９ 月 2 1 日 （ 金 ）

第３回 10 月 17 日（水）～ 10 月 19 日（金）

第４回 11 月 14 日（水）～ 11 月 16 日（金）

第５回 12 月 12 日（水）～ 12 月 14 日（金）

第６回 平成 31 年１月 17 日（木）～１月 18 日（金）

第７回 平成 31 年２ 月 ６ 日 （ 水 ） ～ ２ 月 ８ 日 （ 金 ）

●必要なもの

　印鑑（シャチハタ不可）、各種図面（平面図・立面図・仕上げ表・建具表）

◆国民健康保険税について

　対象者の方には、今回、世帯単位で納税通知書を送付しますので、保険税算定の基礎や年間保険税額などをご

確認ください。なお、納税通知書の裏面にも説明書きや注意事項などの記載がありますので、そちらも必ずご覧

ください。国民健康保険に加入している皆様が納める国民健康保険税が医療費の財源となり、この制度を支える

ことになりますので、納期限内に納めていただきますようお願いします。

●平成 30 年度国民健康保険税の主な改正点

① 固定資産税額に対して賦課していた「資産割」を廃止し、所得に対して賦課する「所得割」の医療保険分を１％

引き上げます。（詳しくは市報５月号 23 ページをご覧ください。）

②所得の低い世帯の軽減について、５割軽減・２割軽減の対象を下記のとおり拡大します。

区 分
軽減対象者の要件（世帯の所得額）

平成 29 年度（改正前） 平成 30 年度（改正後）

７ 割 軽 減 33 万円以下 33 万円以下

５ 割 軽 減 33 万円＋ (27 万円×世帯の被保険者数 ) 以下 33万円＋ (27.5万円×世帯の被保険者数 )以下

２ 割 軽 減 33 万円＋ (49 万円×世帯の被保険者数 ) 以下 33 万円＋ (50 万円×世帯の被保険者数 ) 以下

●国民健康保険税納税通知書裏面の訂正について（お詫び）

　今回送付します納税通知書裏面の＜国民健康保険税の算定について＞の「（７）減免額」欄の表記に一部誤りが

ありましたので、下記のとおり訂正するとともにお詫びいたします。

（誤）志布志市国民健康保険税条例第 33 条　　（正）志布志市国民健康保険税条例第 30 条

◆介護保険料について

　対象者の方には、今回、納付通知書を送付しますので、保険料算定の基礎や年間保険料額などをご確認ください。

　平成 30 年度は、介護保険事業計画に基づき、３年ごとに保険料の見直しが行われる年です。保険料は全体的に増

額となり、負担区分を判定する所得額の範囲が改正されました。（詳しくは市報６月号 14・15 ページをご覧ください。）

　介護保険料は、介護を必要とする高齢者を社会全体で支援するための大切な財源ですので、納期限内に納めて

いただきますようお願いします。

※ 特別徴収（年金差引）の方で、８月の保険料が極端に高い（低い）方は、上半期と下半期のバラつきを抑えて 1

回あたりの保険料を均一にしていくための【平準化】を行った結果、今回の金額となっておりますので、ご理

解をいただきますようお願いします。

◆後期高齢者医療保険料について

　対象者の方には、今回、決定通知書を送付しますので、保険料算定の基礎や年間保険料額などをご確認ください。

　平成 30 年度の主な変更点は、①「所得割額の軽減が廃止」　②「制度加入前日に被扶養者であった方の均等割

額の軽減割合が７割から５割へ変更」　③「均等割額の軽減拡充」です。

　一部の方については、これまでと比較して保険料額が増額となりますが、後期高齢者医療制度を支える大切な

財源となりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

■問い合わせ先：本　　　庁　税務課　市民税係　℡：474-1111（内線 143 ～ 146）

　　　　　　　　志布志支所　市民税務課　税務係　℡：472-1111（内線 230 ～ 233）

　　　　　　　　松山支所　総務市民課　税務係　℡：487-2111（内線 222・223）

※ 対象となる方は、ご都合の良い日をお知らせく

ださい。ただし、日程は変更することがありま

すので、あらかじめご了承ください。

※ ご連絡がない場合は、こちらで調査日時を決め

させていただきます。

家や倉庫などを取り壊したときは、必ず届出を！

　今年または昨年以前に、家や倉庫などの家屋を取り壊した方は、

今年中（12 月 28 日まで）に市役所にて、家屋滅失申請手続きを行っ

てください。（手続きには印鑑が必要です。）

※ 今年中に滅失登記をされた（または予定）の家屋や、すでに家屋

滅失申請手続きを行った家屋にについては、再度の届出は必要あ

りません。

■問い合わせ先：税務課　固定資産税係　℡：474-1111（内線 154・155）

　７月中旬以降、順次各通知書がお手元に届く予定です。保険税（料）の決定について、より詳しくまとめたチ

ラシも同封しますので、そちらも併せてご覧ください。
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◆日　時：８月１日（水） ９：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
◆内　容：廃プラ（塩化ビニール、ポリエチレンフィルム、廃缶）
◆場　所：志布志地区（志布志市農業公社 志布志事務所）
　　　　　有 明 地 区（JA あおぞら 野神 FA 茶工場）
　　　　　松 山 地 区（JA そお鹿児島 松山支所 農業選果場前）
◆持ってくるもの： 印鑑（排出業務委任状に必要、シャチハタ不可）

※処理料は現金払いのみです。現金の準備をお願いします。
※ 有明地区の回収場所は、第１回目のみ野神 FA 茶工場です。
　第２回目、第３回目は伊﨑田 FA 茶工場となりますので、ご注意ください。
※ 悪天候などにより日程が変更となった場合は、防災無線などでお知らせします。

●今年度から処理方法の変更に伴い、処理料金が改定されました。
塩化ビニール 32 円／㎏
ポリエチレンフィルム（育苗ポット、ポリ容器も含む） 32 円／㎏
廃缶（テロン、ＤＤなど） 43 円／㎏

◆今後の回収日程（予定）：

日　程 内　容 場　所

第２回 11 月 ７日（水）
廃プラ回収（塩化ビニール、ポリエ

チレンフィルム）

志 布 志 地 区：志布志市農業公社 志布志事務所
有 明 地 区：JA あおぞら 伊﨑田 FA 茶工場
松 山 地 区：JA そお鹿児島 松山支所 農業選果場前

第３回 12 月 12 日（水）
廃プラ回収（塩化ビニール、ポリエ

チレンフィルム、廃缶）

志 布 志 地 区：志布志市農業公社 志布志事務所
有 明 地 区：JA あおぞら 伊﨑田 FA 茶工場
松 山 地 区：JA そお鹿児島 松山支所 農業選果場前

第４回 平成 31 年１月 23 日（水） 廃農薬回収 松 山 地 区：JA そお鹿児島 松山支所 農業選果場前

■問い合わせ先：農政畜産課　生産流通係　℡：474-1111（内線 433）

農業用廃プラスチック類などの回収について

　農業用廃プラスチック類などの回収について、第１回目の回収を下記のとおり行います。

志布志茶アドバイザーになりませんか！

　志布志市で作られるお茶の特徴やおいしい淹
い

れ方を学んでいただき、生産者と一緒に志布志市産茶のＰ

Ｒを行っていただける方を募集します。

◆募集人員：30 名程度

◆募集条件：18 歳以上の方

◆募集期間：７月 12 日（木）～８月 10 日（月）

　　　　　　（土日・祝日は除く）

◆応募方法：問い合わせ先へご連絡ください。

◆講習期間：９月から翌３月までのうち４回程度

　　　　　　（平日昼　90 分程度）

※講習終了後の活動

　 講習を受けられた方は「志布志茶アドバイザー」と

して認定されます。

　 認定後はイベントなどでの消費活動にご協力いただ

きます。

※予定している講習内容

●お茶ができるまで（畑での茶葉の摘採から工場での製造）

●おいしいお茶の淹
い

れ方

●志布志市内で作られるお茶の特徴

●イベントでのお茶の淹
い

れ方実践

■申込み・問い合わせ先：

　農政畜産課　茶業振興係　℡：474-1111（431）

◆畑かん推進対策用種苗費助成事業

　畑かんの水を新たに開栓、または、昨年度開栓し、

その畑に対象作物（下表）を作付けされた場合、種苗

費購入経費の一部を助成します。ただし、申請農家の

助成限度額は、10 万円です。

◆簿記ソフト購入費用助成事業

　簿記知識は、安定した農業経営には不可欠であるた

め、簿記ソフトを購入する方に対し、購入費用の３分

の１以内を助成（限度額３万円）します。助成要件（対

象）は、市内在住の農家で、畑かんを開栓している方

です。

◆畑地かんがい担い手露地野菜規模拡大事業

　露地野菜の収穫機械、動力噴霧機、ホイルローダー、

播種または収穫用アタッチメントの購入補助事業を実

施します。事業実施者につき、１種類の機械とし、購

入金額の３分の１以内（限度額あり）を補助します。

●補助要件

① 本市に住所を有する者または本市に事業所を有する

農業法人

②認定農業者（家庭経営協定締結者を含む）

③申請時において 50 歳未満（法人は除く）

④ 所有または利用権が設定された農地で、畑かん給水

施設を当該年度に 50a 以上新たに開栓し、３年以上

継続開栓する者

■問い合わせ先：

　農政課　畑かん推進係　℡：474-1111（内線 431）

対象作物 助成額（10a 当たり）
キャベツ 9,000 円
ニンジン 9,000 円
ダイコン 4,500 円

ゴボウ 3,000 円

平成 30 年度 第２回 

志布志市職員採用試験案内

（採用候補者名簿登載試験）

◆受付期間：平成 30 年７月 17 日～８月 16 日

◆一次試験：平成 30 年９月 16 日

◆募集職種：一般事務職５人程度・土木技術職２人程度

　　　　　　建築技術職２人程度・茶業技術職１人程度

※  詳しくはホームページをご覧になるか、総務課人事厚

生係でお問い合わせください。

■問い合わせ先：

　総務課　人事厚生係　℡：474-1111（内線 213）

行

政

は
最

大
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ー

ビ
ス
業

求ム、 サービスパーソン
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児童扶養手当等の現況届について

◆児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成の現況届

●特設会場開設日時

　８月２日（木）～８月８日（水） 9：00 ～ 16：00

　※８月４日（土）は松山支所のみ受付できません。

　※現況届の受付期間は、８月 31 日（金）までです。

　　期間内に申請をお願いします。

●申請時に必要なもの

　証書・印鑑・同封の書類

　対象者全員分の保険証の写し

◆特別児童扶養手当・特別障害者手当等の所得状況届

●提出期間

　８月 20 日（月）～８月 24 日（金）

　 9：00 ～ 16：00

●申請に必要なもの

　証書、印鑑、手帳

■問い合わせ先：

　福祉課　児童福祉係　℡：474-1111（内線 175）

予防接種について【平成 30 年度対象者】

◆ＭＲ（麻しん・風しん）について

　麻しんは、「はしか」とも呼ばれ、発熱と発疹を特徴

とする感染力の強い麻しんウイルスによる疾患です。

　風しんは、発熱、発疹、リンパ節腫脹を特徴とする風

しんウイルスによる疾患で、妊婦、特に妊娠初期の女性

が感染すると、生まれてくる赤ちゃんが、耳が聞こえ

にくい、目が見えにくい、生まれつき心臓に病気がある、

発達がゆっくりしているなどの「先天性風しん症候群」

という病気にかかってしまうことがあります。

●定期予防接種の対象者（平成 30 年度）

１期：１歳から２歳に至るまで
　　　（１歳の誕生日から２歳の誕生日の前日まで）
２期：平成 24 年４月２日から平成 25 年４月１日
　　　までに生まれた者
　　　（５歳以上７歳未満で、小学校就学前の者）

■問い合わせ先：

　保健課　保健対策係　℡：474-1111（内線 168）

◆成人用肺炎球菌ワクチンについて

　平成 26 年 10 月から、高齢者向け肺炎球菌ワクチ

ンに係る接種費用の一部助成が始まりました。

　この制度では、過去に肺炎球菌ワクチン（23 価）

を受けたことがない方を対象として、平成 30 年度中

に１人１回、定期接種の機会を設けています。

●平成 30 年度助成対象となる年齢・生年月日

年齢 生年月日

65 歳 昭和 28 年４月２日～昭和 29 年４月１日

70 歳 昭和 23 年４月２日～昭和 24 年４月１日

75 歳 昭和 18 年４月２日～昭和 19 年４月１日

80 歳 昭和 13 年４月２日～昭和 14 年４月１日

85 歳 昭和 ８年４月２日～昭和 ９年４月１日

90 歳 昭和 ３年４月２日～昭和 ４年４月１日

95 歳 大正 12 年４月２日～大正 13 年４月１日

100 歳 大正 ７年４月２日～大正 ８年４月１日

60 歳以上

65 歳未満

※心臓、肝臓若しくは呼吸器の機能または免

疫不全ウイルスによる免疫機能障害を有する

者として厚生労働省令に定めるもの。

●市からの助成額　一律 3,000 円

●接種の際に必要なもの

　受診券（みどり色、４月ごろ対象者へ送付済み）

　健康保険証、接種料金（自己負担分）

　障害者手帳（60 歳以上 65 歳未満で対象の方）

※ 接種料金は医療機関ごとに定められているため、

3,000 円を超える額が自己負担分となります。

　児童扶養手当・特別児童扶養手当などの認定を受けている全ての方（所得超過などによる支給停止の

方も含む）は、平成 30 年度現況届・所得状況届が必要です。７月下旬に送付する通知書の記載内容を確

認の上、提出してください。



税
に
関
す
る
標
語
募
集

◆ 

応
募
資
格
：
中
学
生
以
上
で
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
中

学
生
は
学
校
を
通
じ
て
募
集

し
ま
す
。
）

● 

未
発
表
作
品
で
、
１
人
１
点

に
限
り
ま
す
。

◆ 

応
募
方
法
：
市
役
所
の
税
務

窓
口
に
備
え
つ
け
て
あ
る
応

募
用
紙
か
ハ
ガ
キ
に
、
標
語

作
品
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

◆ 

応
募
締
切
：
９
月
５
日
（
水
）

当
日
消
印
有
効

● 

入
選
作
品
は
、
市
報
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
市
役
所
な
ど
で
展
示

す
る
予
定
で
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

税
務
課　

収
納
管
理
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　

（
内
線
１
４
７
・
１
４
８
）

　

FAX
：
４
７
１
‐
４
４
０
７

　

電
子
メ
ー
ル
：

　

 (s
y

u
u

n
o

u
k

a
n

r
i@

c
ity

.

sh
ib

u
sh

i.lg.jp
)

税
に
関
す
る
作
文
（
中
学
生
・

高
校
生
）
の
募
集

◆
テ
ー
マ
：

　

【
中
学
生
】
税
に
関
す
る
こ
と

　

１
２
０
０
字
以
内

　

 【
高
校
生
】
税
の
意
義
と
役
割

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

　

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内

● 

作
文
の
題
名
は
自
由
。
未
発
表
の

も
の
で
１
人
１
点
に
限
り
ま
す
。

◆ 

応
募
締
切
：
９
月
５
日
（
水
）

必
着

◆ 

提
出
先
：
学
校
を
通
じ
て
、
大
隅

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
税
務
署　

総
務
課

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

　

 （
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

を
選
択
）

志
布
志
の
民
話
を
た
ど
る　

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

志
布
志
市
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

民
話
を
聞
い
て
、
話
の
舞
台
と

な
っ
た
場
所
を
巡
り
ま
す
。
民
話

の
主
人
公
を
探
し
に
行
こ
う
。

◆
日
時
：
８
月
19
日
（
日
）

　

８
時
30
分
受
付

◆
集
合
場
所
：
志
布
志
市
役
所

　

志
布
志
支
所
駐
車
場

◆ 

対
象
：
市
内
の
小
学
４
年
生
以

上
の
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護

者
（
親
子
で
の
参
加
申
込
み
と

な
り
ま
す
。
）

◆
定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

◆ 

参
加
料
：
無
料
（
飲
み
物
な
ど

は
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
）

◆
申
込
み
期
限
：
７
月
20
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

生
涯
学
習
課　

指
定
文
化
財
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

　
　
　

（
内
線
３
４
１
・
３
４
２
）

県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追
悼
式

参
列
遺
族
の
募
集

　

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追

悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
ご

遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

◆
期
日
：
11
月
13
日
（
火
）

　

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

◆ 

場
所
：
鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県

糸
満
市
平
和
祈
念
公
園
内
）

◆ 

対
象
者
：
沖
縄
お
よ
び
沖
縄
近
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Information＆

Event

募集・お知らせ
Shibushi  Information

市営住宅空き家情報

松山地区 志布志地区 有明地区

新規募集 １戸 １戸 １戸

継続募集 13 戸 ７戸 ０戸

　新規募集の申込締め切りは、８月３日です。

　継続募集は、毎週金曜日に締め切ります。

　募集内容の詳細は、市のホームページをご覧いただ

くか、お問い合わせください。

※ 申込から入居まで 10 日から 1 か月を要することがあ

りますので、早めにご相談下さい。

■問い合わせ先：

　本庁 建設課 管理係　℡：474-1111（内線 467）

　松山支所 産業建設課 管理係　℡ 487-2111（内線 253）

　志布志支所 産業建設課 管理係　℡ 472-1111（内線 402）

ケーブルテレビでは、志布志市の話題を市民チャ

ンネルで放送しています。ぜひ、ご覧ください。

ＳＢＳ元気告知板
　市からのお知らせを元気に分かりやすく放送しています。

●更 新 日 ：毎月１日、16 日

●放送時間：17 時 50 分～、20 時 50 分～、22 時 50 分～

●次回の放送予定：７月 16 日～ 31 日

　テーマ：介護保険の仕組み

フロムしぶし元気アップ体操
●放送時間： ６時 54 分～（立位バージョン）　　　　　

11 時 54 分～（いすバージョン）

Ｔ
て げ

ＥＧＥ　Ｊ
じ ゃ っ ど

ＡＤＯ　Ｎ
に ゅ ー す

ＥＷＳ
●放送時間：7 時～、12 時～、18 時～、21 時～、 23 時～

まこちおもして！志布志にバンザイ
●更 新 日 ：毎月１日、16 日

●放送回数：毎日２回放送（曜日により時間は異なります）

※都合により変更になる場合があります。ご了承下さい。

■問い合わせ先：企画政策課 広報係　℡：474-1111( 内線 254)

海
で
の
戦
闘
で
戦
没
し
た
方
の

配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
内
の
ご

遺
族

◆ 

申
込
期
間
：
８
月
１
日
（
水
）

～
８
月
31
日
（
金
）

◆ 

募
集
人
員
：
９
人
（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　

（
内
線
１
７
３
）

　

県
庁　

社
会
福
祉
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
８
４
０

平
成
31
年
度
県
立
鹿
屋
高
等

技
術
専
門
校
入
校
生
募
集

◆
募
集
科
名
：
電
気
設
備
科

　

定
員
20
人　

訓
練
期
間
２
年

◆ 

応
募
資
格
：

　

 

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

み
者
を
含
む
）
ま
た
は
、
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者

◆ 

願
書
受
付
：
９
月
３
日
（
月
）

～
10
月
25
日
（
木
）

◆
試
験
日
：
11
月
２
日
（
金
）

◆ 

試
験
科
目
：
筆
記
試
験
（
総
合

問
題
）
、
面
接

◆ 

試
験
会
場
：

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

※ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
７
月

25
日
（
水
）・
８
月
22
日
（
水
）・

９
月
12
日
（
水
）
・
10
月
17
日

（
水
）
に
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
８
６
７
４

海
上
保
安
官
募
集　
　
　
　
　

（
平
成
30
年
度
採
用
試
験
案
内
）

　

海
上
保
安
大
学
校

◆ 

受
付
期
間
：
８
月
23
日
（
木
）

～
27
日
（
月
）
（
郵
送
・
持
参
）

◆
一
次
試
験
：

　

10
月
27
日
（
土
）
・
28
日
（
日
）

　

海
上
保
安
学
校

◆
受
付
期
間
：

　

７
月
17
日
（
火
）
～
19
日
（
木
）

　

（
郵
送
・
持
参
）

◆
一
次
試
験
：
９
月
23
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

　

総
務
部
人
事
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
５
０
‐
９
８
０
０

35 Shibushi City PR 2018.7

水 道 修 繕 当 番 店

※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路などで水が出ている時は水道課へご連絡ください。

志布志地区

７月 17 日～７月 23 日 高 吉 組 ℡ 472-0721

７月 24 日～７月 30 日 崎 田 建 設 ℡ 473-0050

７月 31 日～８月６日 志布志水道 ℡ 472-3540

８月７日～８月 11 日 山 本 組 ℡ 472-1101

８月 12 日 宮 崎 水 道 ℡ 472-1081

８月 13 日 崎 田 建 設 ℡ 473-0050

８月 14 日 志布志水道 ℡ 472-3540

８月 15 日 山 本 組 ℡ 472-1101

８月 16 日～８月 18 日 宮 崎 水 道 ℡ 472-1081

８月 19 日～８月 20 日 山 本 組 ℡ 472-1101

８月 21 日～８月 27 日 宮 崎 水 道 ℡ 472-1081

８月 28 日～９月３日 高 吉 組 ℡ 472-0721

■問い合わせ先：水道課  工務係　℡：472-1111（内線 263）

集

募

有明地区

７月 10 日～７月 16 日 郡 山 工 業 ℡ 475-0008

７月 17 日～７月 23 日 西 江 建 設 ℡ 474-2113

７月 24 日～ 7 月 30 日 山 中 水 道 ℡ 474-1440

７月 31 日～８月６日 池 﨑 建 設 ℡ 475-2068

８月７日～８月 12 日 郡 山 工 業 ℡ 475-0008

８月 13 日 池 﨑 建 設 ℡ 475-2068

８月 14 日 郡 山 工 業 ℡ 475-0008

８月 15 日～８月 20 日 西 江 建 設 ℡ 474-2113

８月 21 日～８月 27 日 山 中 水 道 ℡ 474-1440

８月 28 日～９月３日 池 﨑 建 設 ℡ 475-2068

松山地区

７月 佐 藤 建 設 ℡ 487-2049

８月 半下石建設 ℡ 487-8706

８月 13 日 佐 藤 建 設 ℡ 487-2049

８月 14 日 半下石建設 ℡ 487-8706

８月 15 日 イ ケ ダ ℡ 487-8771

平成 30 年度「夏の交通事故防止運動」７月 21 日（土）～７月 30 日（月）

【スローガン】鹿児島の夏！　マナーが輝く　快適ロード

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 2 , 4 9 7 【 ▲ 2 2 2】 3 8 【 ▲ 1 0】

死者数 2 4 【  ▲ ４】 ０ 【 ± ０ 】

傷者数 2 , 9 4 9 【 ▲ 2 5 1】 4 5 【 ▲ 1 0】

交 通 事 故 発 生 状 況
平成 30 年５月末現在累計（Ｈ 30 年１月～５月） 

 ※【　】は昨年比
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平
成
30
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

　

次
の
方
を
対
象
に
、
卒
業
認
定

の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者
：

　

（
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
）

● 

満
15
歳
に
達
す
る
方
で
就
学
義

務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
方
ま
た

は
あ
っ
た
方

● 

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、

か
つ
満
15
歳
に
達
す
る
方
で
、

年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校

を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な

い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
た
方

● 

満
16
歳
以
上
に
な
る
義
務
教
育

未
修
了
の
方

● 

満
15
歳
に
な
る
日
本
国
籍
を
有

し
な
い
方

◆ 

願
書
受
付
：
８
月
20
日
（
月
）

～
９
月
７
日
（
金
）
に
文
部
科

学
省
へ
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
試
験
日
：
10
月
25
日(

木
）

◆
試
験
科
目
：

　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科

　

外
国
語
（
英
語
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
２
４
）

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

　

志
布
志
市
で
は
、
新
た
な
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
を
行

う
た
め
、
今
年
度
「
志
布
志
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。
そ
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
市
民
の
方
々
３
０
０
０

人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
す
。

　

８
月
初
め
に
郵
送
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

企
画
調
整
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　

（
内
線
２
５
２
・
２
５
６
）

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

市
弓
道
連
盟
で
は
、
健
康
づ
く

り
と
精
神
力
の
鍛
錬
を
目
的
に
、

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
運
動

着
と
手
拭
１
本
を
持
っ
て
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
：

　

 

８

月

３

日
（

金

）

～
10
月
30
日
（
火
）

19
時
～
21
時

◆
場
所
：

● 

志
布
志
弓
道
場
（
火
・
金
曜
日
）

●
有
明
弓
道
場
（
火
・
金
曜
日
）

※ 

お
近
く
の
弓
道
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
参
加
料
や
申
込

み
な
ど
は
不
要
で
す
の
で
開
催

日
に
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
用
具
は
弓
道
場

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

準
備
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
弓
道
連
盟　

藤
崎
英
人

　

℡
：
０
９
０
‐
９
５
７
３
‐
７
０
２
２

事
業
者
の
皆
様
へ

　

平
成
31
年
３
月
高
等
学
校
な

ど
の
卒
業
予
定
者
の
求
人
の
受

付
が
６
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
に
は
、
早
め
の
求
人
の
提

出
が
必
要
で
す
。
例
年
、
地
元
で

の
就
職
を
希
望
し
て
い
て
も
、
地

元
に
求
人
が
な
く
県
外
へ
の
就
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
生
徒
が
い
ま

す
。
少
子
化
が
進
む
中
、
地
元
経

済
の
基
盤
と
活
力
を
維
持
し
て
い

く
上
で
も
、
地
元
を
支
え
る
若
い

人
材
が
企
業
で
活
躍
で
き
る
よ

う
、
ぜ
ひ
早
期
の
求
人
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

県
有
常
設
展
示
施
設
の　
　

子
ど
も
の
入
館
・
入
園
料
が
無
料

　

子
ど
も
た
ち
が
鹿
児
島
の
自

然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
に
触
れ
る

機
会
を
増
や
し
、
郷
土
に
つ
い
て

の
学
び
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
を
育
む
た
め
、
県
有
の
常

設
展
示
施
設
に
お
け
る
土
・
日
・

祝
日
の
子
ど
も
の
入
館
・
入
園
料

が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
夏
休
み

の
自
由
研
究
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
施
設
：

　

 

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館

（
常
設
展
）

　

県
立
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

　

 

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま

　

上
野
原
縄
文
の
森

　

 

霧
島
ア
ー
ト
の
森
（
常
設
展
）

　

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

　

奄
美
パ
ー
ク

◆ 
対
象
者
：
県
内
に
居
住
す
る
小
・

中
・
高
校
生
（
18
歳
以
下
）

※ 

入
場
の
際
は
、
年
齢
や
住
所
が

確
認
で
き
る
書
類
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
５
４

自
動
車
税
納
税
お
知
ら
せ

セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

県
で
は
、
「
自
動
車
税
納
税
お

知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

今
年
度
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
、

納
期
限
を
一
定
期
間
過
ぎ
て
も
納

付
が
確
認
で
き
な
い
方
を
対
象

に
、
電
話
に
よ
る
納
税
の
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
。
ま
だ
納
付
が
お

済
み
で
な
い
方
は
お
早
め
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

期
間
：
７
月
６
日
（
金
）
～

　

８
月
10
日
（
金
）

※ 

「
自
動
車
税
納
税
お
知
ら
せ
セ

ン
タ
ー
」
は
、
納
付
す
べ
き
自

動
車
税
を
特
定
の
口
座
へ
振
り

込
む
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 「
自
動
者
税
納
税
お
知
ら
せ
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

　

県
庁
税
務
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
１
９
６

お
知
ら
せ

（
（
（

・

大オ

オ

ガ

ハ

ス

賀
蓮　

ふ
い
や
し
き
公
園

　
　
　
　
　
　

６
月
25
日
撮
影
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広
告

校区公民館活
動を紹介しま

す！
平成３０年

度は

校区公民館活
動を紹介しま

す！
平成３０年

度は

広
告

広
告

広
告

カンタン操作で いつでもどこでも 市報しぶしが読める。

■マチイロに関する問い合わせ先：株式会社ホープ　℡：092-716-1404

無料スマホアプリ「マチイロ」は、

右の二次元バーコードからダウン

ロードしてご利用ください。
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志布志市　暮らしのカレンダー

７月
11 日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）

12 日 木
●志布志子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30　健康ふれあいプラザ）

13 日 金
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00　はぐくみランド）

14 日 土

15 日 日

16日 月

17 日 火

●心配ごと相談【松山】

　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）

●大隅地区司法書士無料法律相談【志布志】※１

　（13：00 ～ 15：00　志布志支所５階会議室）

18 日 水
●女性支援相談室【松山】
　（13：00 ～ 17：00　新橋地区公民館和室】

19 日 木

●つどいの広場【有明】
　（10：00 ～ 12：00　伊﨑田公民館）
●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５階会議室）

20日 金
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00　市民センター）

21 日 土
●志布志みなとまつり（花火大会）

　（20：00 ～　しおかぜ公園）

22 日 日

23日 月

24日 火

25日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）
●松山子育てサロンすくすくのびのび
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●みやまふれあいコンサート in 志布志
　（19：00 ～　志布志市文化会館）

26 日 木
●移動年金相談所※２
　（10：00 ～ 15：00　志布志支所５階会議室）

27 日 金

28日 土
●しぶし子どもフェスティバル 2018
　（13：00 ～　志布志市文化会館）

29 日 日

30日 月

31 日 火

８月

１日 水
●女性支援相談室【志布志】
　（13：00 ～ 17：00　志布志支所５階会議室）

２日 木

３日 金

４日 土

５日 日
● Shibushi ぽっぽマルシェ
　（9：00 ～ 15：00　JR 志布志駅前）

６日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00　市民センター）

７日 火

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●大隅地区司法書士無料法律相談【有明】※３
　（13：00 ～ 15：00　本庁３階会議室）

８日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）

９日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30　健康ふれあいプラザ）

10 日 金

11 日 土

12 日 日

13日 月

14日 火

15 日 水
●女性支援相談室【有明】
　（13：00 ～ 17：00　有明地区公民館和室）

16 日 木

●つどいの広場【松山】
　（10：00 ～ 12：00　やっちくふれあいセンター）
●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５階会議室）

17 日 金
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00　はぐくみランド）

編
集
後
記

　

６
月
上
旬
に
広
報
の
研
修
会
に
参
加
し
、

写
真
の
撮
り
方
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
基
本
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象

深
か
っ
た
の
は
、
文
章
の
書
き
方
に
つ
い

て
の
講
演
で
し
た
。
▼
そ
の
講
演
で
、
講

師
の
先
生
は
「
正
し
い
文
章
を
追
求
す
る

の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
読
み
手
の
こ
と

を
考
え
、
分
か
り
や
す
い
文
章
を
作
れ
る

か
が
大
事
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
▼

講
演
を
受
け
る
前
は
、
昔
の
国
語
の
授
業

の
よ
う
な
難
し
い
講
演
を
思
い
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違

い
、
胸
に
す
っ
と
入
っ
て
く
る
講
演
で
し

た
。
▼
ま
だ
文
章
を
作
る
こ
と
に
苦
手
意

識
が
強
い
で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
注
意
し

な
が
ら
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
▼
も
う

す
ぐ
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
き
れ

い
な
花
火
の
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
、
研
修

の
成
果
を
出
し
つ
つ
、
短
冊
に
願
い
を
込

め
「
ど
う
か
撮
れ
ま
す
よ
う
に
」
（
牛
込
）

７月・８月の行事予定

 ●げんき市【丼や和華のとなり】

　  毎週木・金曜日（８時 30 分～ 15 時）

 ●戌の市【宝満寺公園】

　７月 17 日、７月 29 日

　８月 10 日、８月 22 日

 ●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】

　・火曜日（そば）

　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。

※２　移動年金相談は事前予約制です。市役所本庁または各支所国民年金担当係までご連絡ください。

※３　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。


